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旧行政区新行政区

大間々町第17区・18区・19区・

20区・21区
大間々町第15区

大間々町第15区・16区・27区大間々町第16区

大間々町第26区大間々町第17区

東町第１区・２区東町第１区

東町第３区・５区東町第２区

東町第４区・６区東町第３区

東町第７区・８区東町第４区

東町第９区・10区東町第５区

②統合予定地区

①統合予定時期

平成20年４月１日から

合併によりみどり市が誕生して

まもなく２年になろうとしてい

ますが、この間、各方面で統合

や組織の改編などが進められ

ています。行政区について

も、みどり市全体で43行政

区となりましたが、行政区

の規模に大きな格差が生じ

ているため、行政区の規模

の平準化について、区長会

および統合予定の行政区に

おいて協議されてきました。

こうした中で、平成20年４月１日

統合・再編を予定していますの

で、区民の皆さんのご理解とご協

力をお願いします。

2008年（平成20年） ３月号 （２）

総務課行政係（笠懸庁舎）緯（76）0961

毅問い合わせ先毅

統合・再編後の区割図葛

行政区が統合・再編行政区が統合・再編 ４４４月１日か月１日からら葛葛葛
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みどり市は、皆さんが誇りを持てる市政に努めておりま

すが、より良いみどり市をつくるためには、市と皆さんと

の協力（協働）が欠かせません。

そこで、平成20年度のスタートにあたり、市民の皆さん

に施政方針を説明するとともに、みどり市について話し合

いたいと思います。ぜひご参加ください。

会 場時 間期 日

大間々保健センター１階午後７時～９時３月21日画

東公民館３階ホール午後２時～４時
３月22日臥

大間々第13区集会所午後６時～８時

笠懸庁舎２階第２会議室午後７時～９時３月26日我

笠懸公民館１階交流ホール午後７時～９時３月28日画

平成20年度の市政運営について

新年度の予算内容など平成20年度の市政

運営に関して市長が直接説明します。ぜひ

会場においでいただいき、ご意見・ご質問

など、皆さんの声をお聞かせください。

■テーマ

●問い合わせ先 企画課情報広聴係緯(76)0961●

気平成20年度予算
気主な施策

気マニフェストの実行状況

■開催日程

ご都合の良い会場にお出かけください。

タウンミーティングを開催しまタウンミーティングを開催しますす
～皆さんの声をお聞かせください～皆さんの声をお聞かせください～～

開催期間 ３月22日(土)～４月６日(日) 岩宿の里会場

第第13回みどり市岩宿の第13回みどり市岩宿の里里

毎年恒例のみどり市岩宿の里カタクリ・さくらまつりを開催します。詳しい内容は回覧チラシをご覧ください。

猿見どころ

《カタクリ》笠懸町の稲荷山北斜面に自生するカタクリの群生地は、関東でも有数の規模で毎年多くの人が訪れます。

《イベント》土日を中心に武者行列や和太鼓演奏のほか、岩宿博物館で催す古代の暮らしが体験できる「岩宿ムラまつ

り」など、さまざまなイベントが行われます。

《買い物》焼きそば、焼きまんじゅうなどの飲食物のほか、地元特産物や花き鉢物などの販売も行います。

《ライトアップ》期間中は、会場に隣接する鹿の川沼をはじめ、大間々町のながめ公園や東町の草木ダム下の各所でも、

桜の夜間ライトアップを行います。

◎カタクリ群生地の近くには、岩宿博物館や日帰り天然温泉「かたくりの湯」もあり、期間中は休まず開館しています。

猿問い合わせ先 観光政策課観光係（大間々庁舎）緯(76)1270



2008年（平成20年） ３月号 （４）

平成19年度も残りわずかとなりましたが、市税

や国民健康保険税の納付はお済みでしょうか。

うっかり納め忘れている人、何らかの事情で未納

となっている人はお早めに納付してください。

市に納めていただく税金は、市民の皆さんが安

心・安全な暮らしを営めるように、福祉の充実や

道路の整備、教育などさまざまな分野の行政サー

ビスに使われる大切な財源です。

市税などの滞納が増えると

市の財政を圧迫し、行政サー

ビスの実施に支障をきたすこ

とになります。税金は必ず期

限内に納付しましょう。

● 滞納するとこんなことに

納期限までに納められない人には督促

状による督促を行います。それでも納税

者が税金を滞納したまま放置している場

合には、皆さんの暮らしを支える財源を

確保し、納期限までに納められた納税者

との公平性を保つために、徹底した滞納

処分を行っていきます。

この処分は、滞納者の意思に関わりな

く法律に定められた手続きによって、滞

納した税金と延滞金を強制的に徴収する

ものです。

催告・徴収
電話や文書による納税の催告や自宅を

訪問しての催告、税の徴収を行います。

革

財産・給与調査
催告をしても自主的な納税に応じない

場合には、滞納者の財産状況を把握する

ため、官公署・金融機関・生命保険会社

などに対して財産調査を行います。ま

た、給与所得者については、勤務先に対

して給与調査を行います（これらの調査

は、法律の規定に基づき本人の了解を得

ずに行えるものです）。

革

差押え
財産がある滞納者に対しては、土地・

建物などの不動産や預貯金、生命保険、

給与などの差押えを行います。

革

換価（換金）
差し押さえた不動産は公売（競争入札

等の方法で売却）、また預貯金・生命保

険などの金銭債権は取立てにより換価

（換金）を行い、滞納している税金に充

てます。

《参考》差押え件数の推移

皿問い合わせ先皿

収納対策室（笠懸庁舎）

緯(76)0956

Ｈ19Ｈ18Ｈ17差押え物件

97件92件47件不動産（土地・建物）

393件118件95件預貯金

4件35件3件生命保険・その他

10件9件2件給与

504件254件147件合 計

※平成19年度の数値は平成20年１月31日現在です

＜全体の推移＞

＜種類別の推移＞



（５） 広報みどり 呉24

捌口座振替をご利用ください

市税などを納期限ごとに自動的に預貯金口座から納

税する口座振替制度を利用すると、うっかり納めるの

を忘れてしまうこともなく、市役所や金融機関などに

出かける手間も省けて便利です。

手続きは、納税通知書、預貯金通帳、通帳に使用し

ている印鑑をお持ちになり、市役所各庁舎の税務担当

窓口、または金融機関、郵便局でお申し込みくださ

い。

捌延滞金が加算されます

納期限までに税金を納付しないと、納期限の翌日か

ら法律で定められた延滞金が加算され、納付が遅くな

ればなるほど納税者の負担が大きくなります。

（例）仮に固定資産税の１期分（納期５月31日）、税

額10万円を８月31日に納付すると延滞金が

2,800円加算されます。翌年の３月31日に納付

すると延滞金が11,300円加算されます。

捌納税相談を行っています

病気や災害、事業の休廃止などの事情で、市税など

を納期ごとに納めることが困難な人には納税相談を

行っています。滞納になる前に収納対策室窓口（笠懸

庁舎）までお越しください。

捌夜間・休日窓口を開設します

平日の昼間に納付・納税相談にこられない納税者の

ために、次の日程で収納対策室（笠懸庁舎）に夜間・

休日窓口を開設しますので、ご利用ください。

【夜間窓口】

３月25日峨～31日俄、
４月23日我～30日我
（土・日曜日・祝日を

除く）午後７時30分ま

で

【休日窓口】

３月29日臥・30日蚊、
４月６日蚊
午前８時30分～午後５

時15分

皆皆さんの生活皆さんの生活をを脅脅かします。かします。
「わたしくらいは滞納しても」の積み重ね「わたしくらいは滞納しても」の積み重ねがが

平成20年度から軽自動車税やそのほかの市税

が、コンビニエンスストアで納税できるように

なります。

いつでも使えて、身近で便利な「コンビニ納

税」をご利用ください。

【納税できるコンビニエンスストア】

煙エーエム・ピーエム

煙エブリワン煙くらしハウス

煙ココストア 煙コミュニティ・ストア

煙サークルＫ 煙サンクス 煙スリーエイト

煙スリーエフ 煙生活彩家

煙セーブオン

煙セブンイレブン

煙デイリーヤマザキ

煙ファミリーマート

煙ポプラ

煙ミニストップ

煙ヤマザキデイリーストアー

煙ローソン

コンビニ収納が始まります

～市税は暮らしを支える貴重な財源～市税は暮らしを支える貴重な財源～～
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控
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分
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は
平
成

年
分
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の
い
ず
れ
か
１
回

◆
添
付
書
類
が
提
出
不
要

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
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ど
の
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容
を
入
力
し
て
送
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で
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◆
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週
間
程
度
に
短
縮
さ
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ま
す
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恭
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
手
続
の
流
れ

１
「
開
始
届
出
書
」
を
税
務
署
に
提

出
し
ま
す

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

開
始
（
変
更
等
）
届
出
書
作
成
・

提
出
コ
ー
ナ
ー
に
ア
ク
セ
ス
し
入

力
し
て
送
信
し
ま
す
。

２
電
子
証
明
書
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
を
取
得
し
ま
す

①
市
役
所
で
、
電
子
証
明
書
を
納
め

た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取
得

し
ま
す
。

※
電
子
証
明
書
用
の
ド
ラ
イ
バ
（
Ｃ

Ｄ
倆
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
が
渡
さ
れ
ま
す
。

②
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
購

入
し
ま
す
（
一
部
の
家
電
量
販
店

な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
）
。

③
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
に
付

属
の
ド
ラ
イ
バ
と
電
子
証
明
書
用

の
ド
ラ
イ
バ
を
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。

３
初
期
登
録
を
し
ま
す

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
次
の
作
業
を
し
ま
す
。

①
電
子
証
明
書
の
登
録
（
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
を
使
用
し
ま
す
）
。

②
暗
証
番
号
の
変
更

③
納
税
用
確
認
番
号
の
登
録

※
こ
の
作
業
は
、
通
知
書
に
記
載
の

期
限
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
申
告
書
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
す

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
へ

ア
ク
セ
ス
し
作
成
し
ま
す
。

５
電
子
証
明
書
を
添
付
し
て
、
申
告

書
デ
ー
タ
を
送
信
し
ま
す

●
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
い
内

容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

《
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p
/

《
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
t
a
x
.
n
t
a
.

g
o
.
j
p
/

興
大
間
々
町
の
近
藤
英
一
郎
さ
ん
、

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
月

日
、

18

近
藤
英
一
郎
さ

ん
（
近
藤
酒
造

会
長
）
が
、
ｅ

倆
Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
を
行
い
ま
し

た
。

歳
の
近

95

藤
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見

な
が
ら
申
告
の
た
め
の
操
作
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
と
課
税
台
帳
の
閲
覧
を
行
い

ま
す
。

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

縦
覧
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
が
自
己
の
資
産
の
価
格
に
つ
い

て
ほ
か
の
資
産
と
比
較
し
価
格
が
適

正
か
判
断
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

対
象
者
は
、
納
税
義
務
者
、
納
税

義
務
者
と
同
一
世
帯
の
親
族
、
納
税

管
理
人
、
納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任

を
受
け
た
人
（
要
委
任
状
）

課
税
台
帳
の
閲
覧

課
税
台
帳
の
閲
覧
は
、
納
税
義
務

者
が
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
自
分
の

資
産
が
記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す

る
た
め
に
行
い
ま
す
。
ま
た
借
地

人
・
借
家
人
も
そ
の
対
象
資
産
に
関

す
る
部
分
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
は
、
納
税
義
務
者
、
納
税

義
務
者
と
同
一
世
帯
の
親
族
、
納
税

管
理
人
、
借
地
・
借
家
人
（
権
利
関

係
を
示
す
契
約
書
な
ど
の
ほ
か
、
閲

覧
料
が
必
要
）
、
納
税
義
務
者
か
ら

の
委
任
を
受
け
た
人
（
要
委
任
状
）

【
日
時
】
４
月
１
日
峨
～
６
月
２
日

俄
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

【
会
場
】
税
務
課
（
笠
懸
庁
舎
）

大
間
々
総
務
課
（
大
間
々
庁
舎
）

東
総
務
課
（
東
庁
舎
）

【
用
意
す
る
物
】
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
を
確
認
で
き
る
物
、
印
鑑

【
手
数
料
】
期
間
中
に
限
り
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課
資
産
税

係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
４

(76)

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
に
バ

イ
ク
・
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
人
に
、
在
住
の
市
町
村
か
ら
課

税
さ
れ
ま
す
。

所
有
者
が
み
ど
り
市
に
引
越
し
し

た
と
き
や
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
、
バ

イ
ク
・
軽
自
動
車
な
ど
を
ほ
か
の
人

に
譲
渡
し
た
と
き
は
、
住
所
変
更
・

名
義
変
更
・
廃
車
の
い
ず
れ
か
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

ま
だ
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
至
急
手
続
き
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
盗
難
や
紛
失
の
場
合
は
、

警
察
に
届
出
を
し
た
上
で
次
の
と
こ

ろ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
穐
以

下
の
バ
イ
ク
）
・
小
型
特
殊
自
動

車
…
税
務
課
市
民
税
係
（
笠
懸
庁

舎
）
緯

０
９
６
４

(76)

煙
二
輪
車
（
１
２
６
穐
以
上
）

…
群
馬
運
輸
支
局
緯
０
５
０
（
５

５
４
０
）
２
０
２
１
（
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
）

煙
四
輪
の
軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検

査
協
会
群
馬
事
務
所

緯
０
２
７

（
２
６
１
）
４
６
２
１

確定申告は電子申告で鎧
～イータックス（ｅ崖Ｔａｘ）で自宅から送信～

ｅ崖Ｔａｘ【国税電子申告・納税システム】は自宅やオフィス

などから確定申告ができます。またｅ崖Ｔａｘで申告をしますと

大変便利です。ぜひ皆さんご利用ください。

●問い合わせ先

桐生税務署個人課税第一部門

緯(22)3124

固
定
資
産
税
に

関
す
る
縦
覧
と
閲
覧

軽
自
動
車
の
登
録
変
更

を
お
願
い
し
ま
す

● 桐生税務署からのお知らせ ●

（６）※市県民税の申告がお済みでない人は忘れずに申告してください（３月17日まで）。
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広告を掲載しません広告を掲載しませんかか

算庁舎玄関マット

笠懸・大間々・東の各庁舎に

『広告付玄関マット』を提供して

いただける方を募集します。

◆事業のしくみ

煙この広告事業は、広告主に、提

供いただくマットの製作からメンテナンスなどにかか

るすべての費用を負担していただくものです。

煙市として広告料はいただきません。

煙マットの製作・設置・メンテナンスおよび撤去は、ダ

スキン渡良瀬が行います。

煙契約は、広告主、ダスキン渡良瀬、みどり市との３者

契約になります。

◆設置場所・玄関マットの規格

煙笠懸庁舎正面玄関…90ｃｍ×150ｃｍ×３枚

（３枚で１セットになります）

煙大間々庁舎北口玄関…180ｃｍ×235ｃｍ×１枚

煙東庁舎正面玄関…150ｃｍ×240ｃｍ×１枚

※費用などはダスキン渡良瀬へお問い合わせください。

◆設置期間 設置日より３年間

◆諸条件

煙広告企業については、「みどり市広告掲載要綱」およ

び「みどり市広告掲載基準」の規定を満たす企業とさ

せていただきます。

煙市役所では戸籍業務も取り扱うことから、出生、死

亡、婚姻、離婚などにかかわる業種については、原則

としてお受けできません。

◆申し込み・問い合わせ先

ダスキン渡良瀬（みどり市大間々町高津戸530）

緯(72)1221

算市ホームページ

市ホームページには、月平均２万件のアクセスがあ

り、閲覧者に広告用バナーを介して広告主のホーム

ぺージへアクセスする機会を提供します。

◆掲載料金 縦60ピクセル×横150ピクセル（10キロバ

イト以内でGIFまたはJPEG形式）…１万円／１月

◆掲載位置 トップページ右（バナー広告）

◆申し込み・問い合わせ先

企画課情報広聴係（笠懸庁舎）緯(76)0962

算公用車車体

庁舎間郵便用車両２台の

広告主を募集します。

◆車種 軽貨物自動車

◆募集台数 ２台

◆掲載位置

左右の前後ドア部分

◆規格 １.５㎡／１面×２面（左右）

◆掲載方法

煙ラッピングフィルムによる掲載。

煙車体塗装はできません。

煙広告の作成・掲載・撤去費用は、広告主の負担となり

ます。

煙広告の掲載にあたっては、市の要綱などにより一定の

掲載基準があります。

◆掲載期間 ３年間

◆広告掲載料 216,000円／３年（72，000円／１年）

◆申込方法 掲載を希望される場合には、所定の申込書

に必要事項を記入の上、財政課管財係に申し込みくだ

さい。

◆申込書などの入手方法 広告に関する要綱、要領、基

準、申込書などは、財政課管財係に用意するほか、市

のホームページからもダウンロードできます。

◎市ホームページアドレス

http://www.city.midori.gunma.jp/

◆申し込み・問い合わせ先

財政課管財係（笠懸庁舎）緯(76)0963

算広報みどり

広報みどりは、約18,500部が市内全戸に配付されま

す。新聞折込チラシとは異なる、目新しい広告媒体とし

て、市民の皆さんに目にしていただける機会を提供しま

す。

◆掲載料金

Ａ広告（縦4.7ｃｍ×横17.8ｃｍ）…２万円／１回

Ｂ広告（縦4.7ｃｍ×横8.8ｃｍ）…１万円／１回

掲載位置 「くらしの情報」の最下段

※刷り色は黒１色です。

◆申し込み・問い合わせ先

企画課情報広聴係（笠懸庁舎）緯(76)0962

～庁舎玄関マット・公用車車体～

市では、新たな財源確保と地域経済の活性化のため、広告事業を展開しています。

【庁舎玄関マット】【公用車車体】を広告媒体として広告主を募集します。店の宣伝や自社

ＰＲにぜひご活用ください。また【市ホームページ】【広報みどり】の広告主も募集中です。

なお、業種や広告内容によって掲載できないものなどがあります。市広告掲載要綱・市広告

掲載基準などの規定によるものですが、詳しくはお問い合わせください。



2008年（平成20年） ３月号 （８）

恭
増
加
す
る
被
害

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
全
国
で

急
増
し
て
い
て
、
平
成

年
か
ら
は

15

４
年
連
続
し
て
１
，
０
０
０
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
建
物
火
災

で
亡
く
な
っ
た
人
の
約
９
割
が
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
、
逃
げ
遅
れ
が

最
大
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
消
防
法

が
改
正
さ
れ
、
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な

ど
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
築
住
宅

で
は
、
す
で
に
平
成

年
６
月
１
日

18

か
ら
、
既
存
住
宅
も
平
成

年
６
月

20

１
日
か
ら
は
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

恭
早
期
発
見
が
命
を
守
る

住
宅
火
災
は
、
就
寝
時
間
や
夕
食

の
準
備
時
間
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
特
に
就
寝
中
に
発
生
し
た
場

合
、
火
災
に
気
付
か
ず
逃
げ
遅
れ
て

し
ま
う
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
火
災
が
起
き
る
と
数
分
程

度
で
煙
が
充
満
し
て
し
ま
う
の
で
、

こ
の
時
点
で
気
付
い
て
も
、
す
で
に

避
難
や
初
期
消
火
は
難
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ

て
い
れ
ば
、
い
ち
早
く
熱
や
煙
を
感

知
し
て
警
報
を
発
し
、
火
災
の
早
期

発
見
と
避
難
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
警
報

器
を
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

恭
警
報
器
の
種
類

煙
煙
を
感
知
す
る
煙
式
と
、
熱
を
感

知
す
る
熱
式
が
あ
り
ま
す
。

煙
警
報
に
は
ブ
ザ
ー
や
音
声
、
あ
る

い
は
光
や
振
動
を
合
わ
せ
て
発
す

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

煙
そ
れ
ぞ
れ
壁
掛
け
型
と
天
井
取
付

型
が
あ
る
の
で
、
設
置
場
所
や
居

住
す
る
人
の
身
体
状
況
な
ど
に
応

じ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

恭
警
報
器
の
購
入

警
報
器
は
、
防
災
設
備
取
扱
店
や

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
販
売
店
な

ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

感
度
や
警
報
音
量
な
ど
が
省
令
の

基
準
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
（
日
本
消
防
検
定
協
会

の
鑑
定
合
格
証
）
を
購
入
の
目
安
に

し
て
く
だ
さ
い
。

恭
警
報
器
の
取
り
付
け

警
報
器
は
、
火
災
の
早
期
発
見
が

目
的
の
た
め
煙
感
知
器
を
寝
室
（
就

寝
に
使
う
部
屋
）
に
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
、
階
段

上
部
に
も
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

寝
室
以
外
の
居
室
や
台
所
な
ど
は

義
務
化
の
対
象
外
で
す
が
、
必
要
に

応
じ
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お

水
蒸
気
や
煙
が
発
生
す
る
台
所
は
、

熱
感
知
器
を
設
置
し
ま
す
。

寝
室
が
な
い
場
合
で
も
、
１
つ
の

階
に
床
面
積
が
７

㎡
（
４
畳
半
相

当
）
以
上
の
居
室
が
５
室
以
上
あ
る

場
合
は
、
廊
下
に
煙
感
知
器
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

恭
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

消
防
署
員
や
市
職
員
が
、
個
人
宅

を
訪
問
し
て
火
災
警
報
器
な
ど
の
防

災
機
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

今
回
の
義
務
化
に
便
乗
し
て
、
法

外
な
値
段
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

販
売
や
設
置
を
行
う
と
い
っ
た
、
悪

質
な
手
口
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
特
定
の
業
者
に
販
売
を
委

託
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

業
者
の
服
装
や
言
葉
に
ご
ま
か
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
１

(76)

●● 春期全国火災予防運動 ●●

平成19年度 全国統一防火標語

「火は見てる あなたが離れる その時を」

３月１日臥から７日画まで、全国一斉に「春季全

国火災予防運動」を実施中です。「全国山火事予防

運動」と「車両火災予防運動」も実施しています。

火災の恐ろしさを再認識し、火の元には十分注意し

てください。

▼火の用心のポイント

１ たばこの火の不始末に注意する。

２ 家のまわりに燃えやすいものを置かない。

３ ガスこんろなどから離れる時は必ず火を消す。

４ 子どもにマッチやライターで遊ばせない。

５ ストーブは燃えやすいものから離す。

６ 初期消火用に消火器などを用意する。

７ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、

隣近所の協力体制を作る。

寝室・階段設置場所

型式・

取付方法

煙による感知感知方法

※義務付けられているのは煙感

知器です。

※感知器を購入するときは、ＮＳ

マークを目安にしてください

住宅用火災警報器の取付場所

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

天井取付型

壁掛け型

壁・天井兼用型
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不
健
康
な
生
活
習
慣
を
続
け
て
い

ま
す
と
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
、
メ
タ

(

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

内
臓
脂

)

肪
症
候
群

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
合
併
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
危

険
が
増
大
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
健
康

診
査
に
変
わ
り
、
特
定
健
診
と
特
定

保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、

【
医
療
保
険
者
（
※
）
】
が
実
施
す

る
の
で
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
者
か

ら
の
通
知
や
広
報
な
ど
に
従
っ
て
、

健
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
市
町
村
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保

険
組
合
、
政
府
管
掌
保
険
、
共
済

組
合
、
国
民
健
康
保
険
組
合
な
ど

の
こ
と
（
保
険
証
で
あ
な
た
の
医

療
保
険
者
を
確
認
で
き
ま
す
）

■
特
定
健
診
な
ど
の
概
要

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

そ
の
予
備
軍
の
人
を
見
つ
け
、
食
事

や
運
動
の
指
導
な
ど
、
よ
り
細
か
な

健
康
づ
く
り
支
援
を
行
い
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
す
で
に
発
症
し
た
人

の
重
症
化
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
対
象

国
民
健
康
保
険
加
入
の
40

歳
か
ら

歳
ま
で
の
人

74

※
妊
産
婦
そ
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
人
は
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
保
の
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
人
も
ド
ッ

ク
の
検
査
項
目
に
特
定
健
診
の
内

容
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

▼
順
序

①
特
定
健
診
の
案
内
が
郵
送
で
届
く

②
健
診
を
受
け
る

煙

歳
～

歳
の
人

40

64

《
方
法
》
集
団
健
診

《
場
所
》
各
地
区
の
健
診
場
所

《
健
診
日
》
５
月
～
７
月
の
指
定
日

煙

歳
～

歳
の
人

65

74

《
方
法
》
個
別
健
診

《
場
所
》
市
が
指
定
す
る
地
域
の
病

院
や
診
療
所
な
ど

《
期
間
》
６
月
～
９
月

③
約
１
カ
月
後
、
健
診
結
果
が
届
く

※
指
導
が
必
要
な
人
に
は
、
特
定
保

健
指
導
の
案
内
も
届
き
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
と

な
る
情
報
も
お
送
り
し
ま
す
。

④
特
定
保
健
指
導
の
実
施

生
活
改
善
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
医

師
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど

の
専
門
家
が
行
い
ま
す
。

《
対
象
者
》
利
用
券
が
届
い
た
人

《
場
所
》
各
地
区
の
保
健
セ
ン
タ
ー

《
指
導
日
》
自
分
で
予
約
し
ま
す

▼
国
保
特
定
健
診
以
外
に
つ
い
て

煙
国
保
以
外
の
人
や

歳
以
上
の
人

75

も
、
各
医
療
保
険
者
発
行
の
受
診

券
な
ど
で
、
国
保
特
定
健
診
と
併

せ
て
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

煙
が
ん
検
診
な
ど
特
定
健
診
以
外
の

健
診
な
ど
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
市
町
村
が
行
い
ま
す
。
日

時
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の

広
報
紙
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
受
給
者
証

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
70

歳
か
ら

歳
ま
で
の
人
（
老
人
保
健

74

の
人
を
除
く
）
に
現
在
交
付
さ
れ
て

い
る
高
齢
受
給
者
証
は
、
３
月

日
31

が
有
効
期
限
で
す
。

４
月
か
ら
高
齢
受
給
者
証
が
一
斉

に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
対
象
者
に

は
、
３
月
末
日
ま
で
に
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
で
医
療
機
関
に

か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
な
お
、
医
療
機
関
に
受
診
さ
れ
る

場
合
は
、
必
ず
保
険
証
と
高
齢
受

給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【

歳
～

歳
の
人
の
窓
口
負
担
】

70

74

歳
か
ら

歳
の
人
は
、
平
成

70

74

20

年
４
月
か
ら
１
年
間
、
窓
口
負
担
が

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
す
で
に
３
割
負
担
の
人
に
つ
い

て
は
、
除
外
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成

年
４
月
か
ら
２

20

割
負
担
に
見
直
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い

た
も
の
を
据
え
置
く
も
の
で
す
。

■
退
職
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
65

歳
か
ら

歳
ま
で
の
人
（
老
人
保
健

74

の
人
を
除
く
）
に
現
在
交
付
さ
れ
て

い
る
「
国
民
健
康
保
険
証

退
（
被

保
険
者
お
よ
び
被
扶
養
者
※
）
」

は
、
３
月

日
が
有
効
期
限
で
す
。

31

医
療
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
退
職

被
保
険
者
な
ど
の
年
齢
が
〈

歳
未

75

満
〉
か
ら
〈

歳
未
満
〉
に
変
更
に

65

な
り
、
４
月
か
ら
退
職
被
保
険
者
証

か
ら
一
般
被
保
険
者
証
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
３
月
末
日

ま
で
に
新
し
い
「
国
民
健
康
被
保
険

者
証
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
し

い
保
険
者
証
で
医
療
機
関
に
か
か
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
「
退
職
被
保
険
者
」
と
は
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

煙
国
保
加
入
の

歳
未
満
の
人

65

煙
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
（
国
民
年

金
以
外
の
公
的
年
金
）
の
受
給
権

が
あ
り
、
加
入
期
間
が
「
通
算
20

年
以
上
」
ま
た
は
「

歳
以
降
に

40

年
以
上
あ
る
人
」

10
◎
「
被
扶
養
者
」
と
は
、
退
職
被
保

険
者
と
生
活
を
と
も
に
し
、
主
に

退
職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
り
生

計
を
維
持
し
て
い
る
人
で
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

煙
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配

偶
者
と
３
親
等
以
内
の
親
族
、
ま

た
は
配
偶
者
の
父
母
と
子

煙
国
保
加
入
者
で

歳
未
満
の
人

65

煙
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円
（

歳
60

以
上
の
人
や
障
害
者
は
１
８
０
万

万
円
）
未
満
の
人

国民健康保険からのお知らせ

高
齢
受
給
者
証
お
よ
び

退
職
被
保
険
者
証
の
更
新

問い合わせ先 市民課保険年金係（笠懸庁舎）緯(76)0972

４
月
か
ら
、

特
定
健
診
と
特
定
保
健

指
導
が
始
ま
り
ま
す

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
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借に適用されます。小作料については、この料金を参考

に貸し手と借り手がよく話し合って決めてください。

また、農作業の標準料金も目安として設定しましたの

で、農作業料金を決める際の参考にしてください。

標準小作料は、田や畑を貸し借りする場合に料金の目

安となる、農地法に基づいて定めた標準の料金です。

今回、農業委員会でこの標準小作料の改定を行い、改

定内容は４月１日以降の農業生産のための田や畑の賃貸

４月から

備 考
標準小作料

農地の区分
畑の部田の部

煙笠懸町【全域】
煙大間々町【大間々、桐原（瀬戸ヶ原、峰を除く）、

高津戸（川面を除く）、塩原（霜田を除く）】

10,000円11,500円みどり市Ａ区域

煙大間々町【桐原（瀬戸ヶ原、峰）、高津戸（川面）、
塩原（霜田）、浅原、長尾根、小平、塩沢、
上神梅、下神梅】

9,000円10,500円みどり市Ｂ区域

煙東町【全域】4,500円6,000円みどり市Ｃ区域

備 考標準料金単位作業名

5,775円～

7,350円
10ａ田

耕運（ロータリー）

5,250円10ａ畑

52円1ｍ
畦畔[けいはん]ぬり
（片側機械ぬり）

2回かき
6,300円

～7,350円
10ａ代かき

18,900円10ａ深耕（ロータリー）

6,825円10ａ田
プラウ耕

6,300円10ａ畑

4,200円10ａ
播種

（ロータリーシーダ）

2,100円10ａ鎮圧（ローラー）

6,825円1時間田
整地（ブレード）

6,300円1時間畑

36,750円10ａ
抜根（クワ）

6,300円1時間

6,300円10ａ耕盤破壊サブソ

イラー 3,675円10ａ暗渠

ひも、ヘイメー

カー含む
7,350円10ａベーラー麦わら

梱包
2,100円10ａヘイメーカー

6,300円10ａ大根引き

備 考標準料金単位作業名区分

8時間7,350円1日一般農作業臨

時

雇

賃

金

1,050円1時間養蚕

682円1時間軽作業

1,785円1時間オペレータ

7,350円10ａ田植（機械植）

料

金

箱は返す682円1箱稲の育苗

補助者分含む18,900円10ａ稲刈取り

（コンバイン） 補助者分含む16,800円10ａ麦

840円1俵米
乾燥

840円1俵麦

籾すり含む1,995円1俵米
乾燥調製

1,470円1俵麦

1,050円1俵籾すり調製

恭みどり市の標準小作料（10ａあたり）

１．農作業標準料金

【参考】 みどり市農作業標準料金表

２．トラクター作業標準料金

■農作業標準料金は消費税を含む金額です。

■この料金は標準的な金額です。ほ場の形状や

作物の状況などによって異なりますので、受

委託者同士で話し合い決定してください。

■この農作業標準料金は、平成20年４月１日か

ら適用します。

標準小作料が改定になりま標準小作料が改定になりますす標準小作料が改定になります
問い合わせ先 農業委員会事務局（大間々庁舎）緯(76)1939
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刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾

乾
乾
乾問い合わせ先 市民課保険年金係（笠懸庁舎）緯(76)0972

後期高齢者医療制度

【被保険者証の発送】

後期高齢者医療保険被保険者（75歳以上の人、または

一定の障害をお持ちの65歳以上の人）の皆さんが４月か

らご使用になる『被保険者証』を３月20日ごろ送付しま

す。４月になっても届かない場合は担当課までご連絡く

ださい。

今回送付する被保険者証の有効期限は、平成20年７月

31日牙です。８月１日画からご使用になる被保険者証

は、７月下旬に郵送します。また、年齢到達で資格を取

得する人には、75歳の誕生日までに郵送します。

なお、医療機関窓口での自己負担割合は、現在お持ち

の老人保健の受給者証と同じ１割または３割です。

恭次のような場合は届出をしてください。

【住民説明会での質問事項】

１月16日・東公民館、18日・

笠懸公民館、22日・大間々庁舎

でそれぞれ開催した住民説明会

では大勢の人にご参加いただき

ました。この説明会でさまざま

な質疑がありましたので主なものを掲載します。

①Ｑ 来年度から、国民健康保険税と後期高齢者医療保

険料の２つを払わなければならないのか？

Ａ 来年度からは現在加入している国保から抜けてい

ただき、後期高齢に加入して保険料を支払います。

そのため、後期高齢に加入した人の国保税は課税さ

れません。ただし、国保税は世帯主課税ですので家

族に国保加入者がいる場合、世帯主が後期高齢に加

入している人は、国保税の支払い通知が届きます。

②Ｑ 加入は個人単位だが、保険料は世帯単位で算定さ

れるのか？

Ａ 加入および保険料の算出はともに個人単位です

が、保険料の軽減判定は世帯主と同世帯の被保険者

の合計所得で判定します。

③Ｑ 保険料の軽減には申請が必要か？

Ａ 市町村で所得を把握しているので申請の必要はあ

りません。

④Ｑ 生活保護の人の保険料は無料なのですか？

Ａ 生活保護の人は後期高齢者医療の被保険者になれ

ません。

⑤Ｑ 高額の自己負担限度額について、これは年間単位

か？ 月単位か？

Ａ 医療費の高額の自己負担限度額は月ごとです。そ

して、介護保険の高額限度額と合算した場合の限度

額は、年ごとです。

⑥Ｑ 後期高齢になると窓口負担が増えたりするのか？

Ａ 後期高齢に加入したからといって、増えたりする

ことはありませんが、年齢とともに回復力が低下し

たことで薬が増えたりしたことによる負担増は考え

られます。

特集⑥ 『被保険者証の発送』と
『住民説明会での質問事項』について

現在お持ちの保険証（みどり市国保、社会保険、健

保組合など）と老人保健の受給者証は平成20年３月

31日までご利用になれます。

被保険者証・印鑑をご持

参ください
①転出・転居の場合

交通事故証明書・被保険

者証・印鑑をご持参くだ

さい

②事故に遭遇した場合

閣

被保険者証・印鑑をご持

参ください。

③入院する場合（住民

税非課税の人のみ）

医師の意見書・被保険者

証・印鑑をご持参くださ

い。

④人工透析をされる

人・血友病の人・

ＨＩＶの人

身障手帳・被保険者証・

印鑑をご持参ください。

⑤身障手帳が交付され

た場合

いよいよ制度開始まで１カ月をきりました。今回は被保険者証の発送と、１月に市

内３カ所で開催した住民説明会での質問事項についてお知らせします。

閣

閣

閣

閣
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市
民
か
ら
の
意
見
お
よ
び
委
員
会
と
し
て
の
考
ええええええええええええええええええええええええええええええええええ

問い合わせ先

秘書室

（笠懸庁舎）

緯（76）0957

▼
意
見
募
集
期
間

平
成

年

月

19

11

５
日
俄
～

月
４
日
峨

12

▼
意
見
提
出
人
数

１
人

▼
意
見
提
出
件
数

４
件

恭
市
の
木
を
「
桜
」
と
す
る
こ
と
に

対
す
る
市
民
か
ら
の
意
見

そ
の
１

桜
に
こ
だ
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
山

桜
が
良
い

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
→
山
桜

【
理
由
】
最
近
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は

病
気
（
テ
ン
グ
ス
病
）
が
多
発

し
、
真
夏
よ
り
落
葉
が
始
ま
り
、

花
の
色
も
昔
よ
り
ピ
ン
ク
が
薄
く

な
り
、
白
っ
ぽ
い
感
じ
が
す
る
。

全
国
的
に
木
が
弱
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
、
原
因
は
空
気
や
土
壌
環
境

の
悪
化
、
酸
性
雨
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

そ
の
２

ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
が
良
い

【
理
由
】
東
町
に
は
自
生
す
る
赤
ヤ

シ
オ
と
白
ヤ
シ
オ
が
あ
り
、
特
に

白
ヤ
シ
オ
は
愛
子
様
の
お
印
に

な
っ
て
い
る
（
ヤ
シ
オ
は
花
の
部

で
も
良
い
）
。

○
意
見
に
対
す
る
考
え

煙
「
桜
」
は
応
募
数
が
一
番
多
く
、

尊
重
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

煙
「
桜
」
が
多
い
の
は
、
小
中
学
生

の
意
見
が
多
く
を
占
め
て
い
る
影

響
が
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
将
来
を
担
う
小
中
学
生

の
意
見
は
大
切
に
す
べ
き
と
判
断

し
ま
し
た
。

煙
「
桜
」
と
言
え
ば
誰
も
が
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
を
想
像
し
ま
す
。
貴
重
な

ご
意
見
を
受
け
市
内
に
お
け
る
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
保
護
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

煙
市
内
に
は
桜
の
名
所
も
多
く
あ

り
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も

適
当
と
考
え
ま
す
。

煙
大
間
々
地
区
の
「
要
害
山
を
愛
す

る
会
」
で
は
、
桜
の
苗
木
を
毎
年

１
０
０
本
ほ
ど
植
樹
し
て
お
り
、

笠
懸
地
区
の
「
荒
神
山
友
の
会
」

で
は
桜
の
植
樹
に
向
け
た
活
動
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
地

区
の
「
五
覧
田
城
桜
を
愛
す
る

会
」
で
は
植
樹
さ
れ
た
桜
の
周
り

の
下
草
刈
り
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
、
桜
の
保
護
に
尽
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

恭
市
の
花
を
「
カ
タ
ク
リ
」
と
す
る

こ
と
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
意
見

そ
の
１

「
カ
タ
ク
リ
」
に
対
す
る
同
意
と

保
護

【
理
由
】
今
年
、
岩
宿
の
カ
タ
ク
リ

が
、
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。
原
因

は
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
な
ど
の
繁
殖

で
、
植
物
遷
移
で
や
む
を
得
な
い

と
思
う
。
対
策
と
し
て
は
、
イ
チ

ゲ
の
生
息
範
囲
を
決
め
、
そ
れ
以

上
生
え
さ
せ
な
い
工
夫
が
必
要
。

ま
た
、
カ
タ
ク
リ
は
実
生
な
ど
に

よ
り
生
息
区
域
を
拡
大
し
た
い
。

岩
宿
遺
跡
を
結
ぶ
園
路
を
設
け
、

西
の
駐
車
場
か
ら
一
周
で
き
る
よ

う
に
し
た
ら
良
い
と
思
う
。

そ
の
２

市
の
花
と
し
て
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
が

良
い

【
理
由
】
東
町
に
は
自
生
す
る
赤
ヤ

シ
オ
と
白
ヤ
シ
オ
が
あ
り
、
特
に

白
ヤ
シ
オ
は
愛
子
様
の
お
印
に

な
っ
て
い
る
。

○
意
見
に
対
す
る
考
え

煙
「
カ
タ
ク
リ
」
は
応
募
数
が
一
番

多
く
尊
重
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

煙
「
カ
タ
ク
リ
」
は
笠
懸
、
大
間
々

東
の
各
地
区
に
群
生
地
が
あ
り
市

の
花
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
ご
意
見
を

も
と
に
カ
タ
ク
リ
の
保
護
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

『
ね
ん
き
ん
特
別
便
』
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

民
年
金
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

年
金
を
受
け
取
ら
れ
て
い
る
人
な
ど
に
対
し
て
、
年
金
の
加
入
履

歴
を
お
知
ら
せ
す
る
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
昨
年

月
よ
り
順
次

12

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

桐
生
社
会
保
険
事
務
所
で
は
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
到
着
し
て

い
る
人
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受
け
す
る
た
め
の
窓
口
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

○
３
月

日
我

午
前
９
時

分
～
午
後
６
時

12

30

《
場
所
》
市
役
所
笠
懸
庁
舎
１
階

市
民
コ
ー
ナ
ー

○
３
月

日
我

午
前
９
時

分
～
午
後
６
時

19

30

《
場
所
》
市
役
所
大
間
々
庁
舎
地
階

第
５
会
議
室

▼
ご
相
談
の
際
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

煙

(

郵
送
さ
れ
た
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

封
筒
ご
と
す
べ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い)

煙
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
「
年
金
証
書
」

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
到
着
し
て
い
る
人
の
過
去
の
年
金
加
入

記
録
を
お
聞
き
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
本
人
様
が
お
い

で
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
代
理
の
人
が
お
越
し

に
な
る
場
合
に
は
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、
事
前
に
申
込
用
紙
を
提
出
し
、

以
後
、
将
来
の
保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立

俯
平
成

年
２
月
か
ら
受
付
開
始

俯

20

国
民
年
金
保
険
料
が

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
え
ま
す
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※各イベントおよびそのほかの問い合わせは、ながめ余興場緯(72)1968でも受け付けています。

鮫高齢者教室

お気軽にお越しください。

■期日 ３月19日我

■開演時間 午後２時

■料金 無料

■内容

《第１部》寸劇「認知症について」

出演 ぐんま認知症ボケ一座

《第２部》 講演「介護の実態について」

講師 ケアーホーム家族の家グループ代表

渡辺高行先生

■問い合わせ先 社会教育課（大間々庁舎）

緯(76)9846

なななななななななななななななななななななががががががががががががががががががががめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興がめ余興場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトト情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情ベント情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

鮫チャリティー大間々歌謡愛好会発表会

■期日 ３月16日蚊

■開演時間

正午～午後５時

■料金 無料

■内容 会員による

カラオケ＆舞踊

■問い合わせ先 宮本緯(72)3169

鮫第４区区民カラオケ大会

■期日 ３月16日蚊

■開演時間 午後６時

■対象 大間々第４区区民の皆さん

■問い合わせ先

第４区生涯学習推進協議会 小沢緯(73)5110

鮫舞川るみデビュー１周年記念コンサート

■期日 ３月23日蚊

■開演時間

《昼の部》午後１時30分

《夜の部》午後６時30分

■出演 舞川るみ

（ゲスト出演）早川晃司、榛名友里

（友情出演）大沢美峰、土屋泰正

■料金 2,500円

■問い合わせ先 桐生音楽ふれあいの会

緯090(9955)0698

問
い
合
わ
せ
先

煙
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所

緯

２
３
１
１

(44)

煙
市
民
課
保
険
年
金
係
緯

０
９
７
２

(76)

替
払
い
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
に
請
求
す

る
方
法
で
す
。

２
月
１
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
、
３
月
分
の
保
険
料
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

▼
支
払
方
法

《
毎
月
払
い
》

毎
月
の
保
険
料
を
当
月
末
に
立
替
。
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
)

《
一
年
分
払
い

前
納

》

４
月
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
４
月
末
に
立

替
。
一
年
分
の
保
険
料
を
毎
月
現
金
で
納
め
た
場
合
と
比
べ
て
、

３
，
０
７
０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

(
)

《
半
年
分
払
い

前
納

》

４
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
、

月
分
か
ら

10

翌
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を

月
末
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
立

10

替
。
半
年
分
の
保
険
料
を
毎
月
現
金
で
納
め
た
場
合
と
比
べ
、
７

０
０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
申
込
用

紙
「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
（
変
更
）
申
出

書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
用
紙
は
社
会
保
険
事
務
所
に

備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

▼
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所

（
桐
生
市
錦
町
２
倆

倆

）

11

19



▼
応
募
資
格

市
内
に
１
年
を
超
え
て
居
住
す

る
世
帯
の
人
で
、
次
の
茨
～
印
す

べ
て
に
該
当
す
る
人

茨
①
高
校
、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は

高
校
課
程
の
専
修
学
校
の
在

（
進
）
学
者

②
大
学
ま
た
は
専
門
課
程
の
専
修

学
校
の
在
（
進
）
学
者

芋
学
力
優
秀
、
品
行
方
正
、
身
体
強

健
な
人

鰯
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
支
出

が
困
難
な
世
帯
の
子
弟

允
出
身
学
校
長
ま
た
は
在
学
学
校
長

が
適
当
と
認
め
推
薦
し
た
人
で
ほ

か
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

印
保
護
者
、
本
人
（
課
税
さ
れ
て
い

る
場
合
）
に
税
金
の
滞
納
が
な
い

人
▼
貸
与
額

煙
応
募
資
格
①
の
該
当
者

…
月
額
１
万
円
（
年
額

万
円
）

12

煙
応
募
資
格
②
の
該
当
者
で
自
宅
か

ら
の
通
学
者

…
月
額
２
万
円
（
年
額

万
円
）

24

煙
応
募
資
格
②
の
該
当
者
で
自
宅
以

外
か
ら
の
通
学
者

…
月
額
３
万
円
（
年
額

万
円
）

36

▼
貸
与
期
間

在
学
す
る
学
校
の
正

規
の
修
学
期
間
内
（
休
学
期
間
中

は
貸
与
が
停
止
）

▼
貸
与
方
法

５
月
と

月
の
年
２

10

回
に
分
け
て
指
定
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

▼
返
済
方
法

学
校
卒
業
後
１
年
間

は
据
え
置
き
、
貸
与
し
た
年
数
と

同
期
間
で
返
済
。

▼
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
類
に

記
入
の
上
、
指
定
さ
れ
た
証
書
類

を
そ
ろ
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
・
時
間

３
月

日
俄
ま
で

31

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

▼
申
請
書
類
配
置
場
所
・
提
出
先
お

よ
び
受
付
曜
日

煙
教
育
総
務
課
（
大
間
々
庁
舎
）

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
除
く
）

煙
笠
懸
公
民
館

火
曜
日
～
日
曜
日

煙
東
公
民
館

月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
祭
日
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
m
i
d
o
r
i
.

g
u
n
m
a
.
j
p
/

▼
選
考
結
果

４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

９
８
４
４

(76)

奨学金奨学金のの借入申請を受け付借入申請を受け付けけ
高校生、大学生などで奨学金借入を希望する人へ

市
で
は
、
高
校
や
大
学
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
人
、
ま
た

今
年
の
春
に
高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
人
に
奨
学
金
を

原
則
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

■
実
施
期
間

３
月

日
蚊
～
４
月

日
峨

16

15

■
推
進
目
標

「
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
で
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
図
ろ
う

」

○
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
は
規
則
正
し
い
家
庭
生
活
か
ら

○
子
ど
も
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
、
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
、

共
有
し
合
お
う

■
早
寝

早
起
き

朝
ご
飯
！

（
※
子
ど
も
に
言
い
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
）

○
早
寝
早
起
き
を
し
よ
う

「
体
は
寝
て
い
る
間
に
背
が
伸
び
る
の
で
、
早
く
寝
れ
ば
体
が

す
く
す
く
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
早
く
起
き
れ
ば
朝
食
も
ゆ
っ
く

り
食
べ
ら
れ
ま
す
」

○
朝
食
を
し
っ
か
り
と
ろ
う

「
朝
食
は
、
１
日
３
回
の
食
事
の
中
で
も
最
も
大
切
な
も
の
で

す
。
毎
日
、
朝
食
を
と
る
こ
と
に
よ
り
勉
強
へ
の
集
中
力
も
高

ま
り
、
運
動
す
る
意
欲
も
わ
い
て
き
ま
す
」

■
毎
月
第
１
土
曜
日
は
「
少
年
の
日
」
、

毎
月
第
１
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

毎
月
こ
の
日
を
利
用
し
て
親
子
で
ふ
れ
あ
い
、
話
し
合
っ
た

り
、
活
動
し
た
り
し
て
、
子
ど
も
の
自
覚
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
「
春
の
青
少
年
健

全
育
成
運
動
」
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課（
大
間
々
庁
舎
）緯

９
８
４
６

(76)

主
唱

県
青
少
年
問
題
協
議
会

実
施
機
関

群
馬
県
、
群

馬
県
教
育
委
員
会
、
市
町
村
、
市
町
村
教
育
委
員
会

実
施

団
体

群
馬
県
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会
、
市
町
村
青
少
年

問
題
協
議
会
、
群
馬
県
警
察
本
部
、
青
少
年
育
成
諸
団
体

春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

平
成

年
20
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キ
リ
ト

キ
リ
ト
リリ

入場ご優待券
本券1枚で1名様の入場が可能です。

本券を切り取り入場ゲートへご持参ください。
有料席への入場はできません。コピー不可

発行：みどり市

有効期限H20.3.15～H20.3.20（6日間）

みどり市議会議長杯限定

キリトキリトリリ

入場ご優待券
本券1枚で1名様の入場が可能です。

本券を切り取り入場ゲートへご持参ください。
有料席への入場はできません。コピー不可

発行：みどり市

有効期限H20.3.15～H20.3.20（6日間）

みどり市議会議長杯限定

キリトキリトリリ

みどり市発足２周年記念 市議会議長杯 開催鎧
３月15日（土）～ 20日（木・祝） <６日間>

開催中のイベント 16日（日） 有料席入場ゲスト限定大抽選会（予定）

賞品：選手グッズ、クオカードなど

★開催期間中ご利用いただける入場ご優待券がページ下にあります★開催期間中ご利用いただける入場ご優待券がページ下にあります★★

※桐生競艇の売上金の75％はゲスト（お客様）への払戻金、残りの
25％は運営費用などに充てられており、その一部はみどり市の財源
として支払われています。そのほかに桐生競艇場所属団体より阿左
美沼使用料、税金（固定資産税・法人税）などが、みどり市に支払
われています。また、周辺地域の活性化にも貢献しています。

捌売り上げとなる舟券の種類

捌売り上げ金のゆくえ

からのお知らせ

問い合わせ先：

桐生競艇場緯（76）2411



■
イ
ベ
ン
ト

【
屋
外
】

毅
竹
馬
体
験
（
体
験
者
に
抽
選
で
竹

馬
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

午
前
９
時

分
～

時

分

30

10

30

毅
も
ち
つ
き
（
先
着
で
つ
き
た
て
の

お
も
ち
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

①
午
前

時
、
②
正
午

10

毅
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

毅
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

午
後
１
時
～
１
時

分
30

【
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
】

毅
劇
団
バ
ク
公
演

人
形
劇
「
３
匹
の
こ
ぶ
た
」
（
先

着
１
，
０
０
０
人
）

午
前

時
～
正
午
（
午
前

時

11

10

30

分
開
場
）

毅
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

午
後
１
時

分
～
２
時

分
（
午

40

30

後
１
時

分
開
場
）

10

■
試

食

【
屋
外
】

毅
災
害
非
常
食
の
紹
介
と
試
食
（
先

着
２
０
０
人
）

午
前

時

分
～

11

30

【
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室
前
】

毅
お
や
つ
の
試
食
（
先
着
２
０
０

人
）

正
午
～
午
後
０
時

分
30

■
模
擬
店

【
屋
外
】

手
打
ち
う
ど
ん
、
焼
き
ま
ん
じ
ゅ

う
、
焼
き
そ
ば
、
豚
汁
、
み
そ
お

で
ん
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
だ
ん
ご
、

コ
ー
ヒ
ー
、
甘
酒
な
ど

午
前

時
～

10

■
バ
ザ
ー

時
間

午
前

時
～

10

会
場

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
（
ホ
ワ

イ
エ
）

■
体
験
コ
ー
ナ
ー

【
公
民
館
】

午
前
９
時

分
～
午
後
３
時

30

毅
介
護
予
防
体
操
と
体
力
測
定

毅
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密
度
、
脳
年

齢
な
ど
を
そ
の
場
で
チ
ェ
ッ
ク
）

毅
生
活
習
慣
病
予
防
～
さ
よ
な
ら
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
～
運

動
と
試
食
（
試
食
は
先
着
４
０
０

人
）

毅
歯
科
保
健
指
導
（
希
望
者
に
フ
ッ

化
物
塗
布
）

午
前
９
時

分
～
午
後
１
時

30

毅
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う

■
相

談

時
間

午
前
９
時

分
～
午
後
３
時

30

会
場

笠
懸
公
民
館

毅
特
設
人
権
相
談
（
人
権
擁
護
委
員
）

毅
障
害
者
（
児
）
な
ん
で
も
相
談

毅
高
齢
者
な
ん
で
も
相
談

■
展

示

時
間

午
前
９
時

分
～
午
後
３
時

30

会
場

笠
懸
公
民
館

展
示
内
容

○
障
害
者
関
係
団
体
案

内
（
授
産
品
の
即
売
）
○
介
護
機

(

器
の
紹
介
○
介
護
予
防
教
室

サ

)

ロ
ン

の
紹
介
○
地
域
介
護
予
防

活
動
（
紹
介
＆
作
品
展
示
）
○
福

祉
団
体
の
紹
介
○
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
活
動
紹
介
＆
作
品
展

示
販
売
）
○
社
協
運
営
施
設
紹
介

○
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
展
○
赤
十
字

活
動
の
紹
介
○
園
児
な
ど
の
製
作

作
品
展
示
○
保
育
園
な
ど
の
施
設

案
内
Ｐ
Ｒ
展
示

※
各
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
内

容
・
開
催
時
間
に
つ
い
て
は
や
む
を

得
ず
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

キキ
リ
ト

キ
リ
ト
リリ

キリトキリトリリ キリトキリトリリ

第１回

みどり市健康福祉まつみどり市健康福祉まつりり
日時 ３月23日(日) 午前９時30分～午後３時
場所 笠懸公民館・笠懸野文化ホール

楽
し
い
催
し
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す

市では、健康や福祉に関して
市民の皆さんと一緒に考え体験
していただく機会として「健康
福祉まつり」を開催します。
健康・福祉・介護・環境に対
しての関心が高まる中、市内外
の多くの団体の協力によりさま
ざまな催しを行います。ぜひご
家族でお越しください。

共催 みどり市社会福祉協議会
問い合わせ先 みどり市民生部健康管理課緯（76）2510

入場ご優待券 入場ご優待券



平
成

年
度
に
実
施
す
る
各
種
検

20

（
健
）診
の
お
知
ら
せ
を
３
月
中
に
送

付
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
対
象
者
全

員
に
受
診
シ
ー
ル
と
日
程
表
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
日
程

を
確
認
し
、
紛
失
し
な
い
よ
う
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
（

年
度
に

20

実
施
す
る
す
べ
て
の
検
診
に
つ
い
て

一
括
し
て
お
届
け
し
ま
す
）
。
受
診

票
は
会
場
で
用
意
し
、
そ
の
場
で
ご

記
入
い
た
だ
き
ま
す
。
検（
健
）診
を

受
け
る
時
に
は
、
受
診
シ
ー
ル
を
は

が
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
ご
持
参
く
だ
さ

い
。な

お
、
今
ま
で
実
施
し
て
い
た
基

本
健
康
診
査
は

年
度
よ
り
医
療
保

20

険
者
に
よ
る
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）
に
変
わ
る
た
め
、
市
が
行
う
特

定
健
診
の
対
象
者
は
国
民
健
康
保
険

加
入
者
と
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は

５
月
中
に
通
知
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
各
種
検（
健
）診
・
予
防

接
種
・
健
康
相
談
な
ど
、
年
間
の
日

程
等
が
一
覧
に
な
っ
て
い
る
「
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
「
健
康
カ
レ
ン

20

ダ
ー
」
に
つ
い
て
も
３
月
中
に
全
世

帯
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
日
程
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
広
報
紙
や
個
別
に
送

付
す
る
通
知
な
ど
で
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
に
つ
い
て
】

小
学
校
６
年
生
で
「
二
種
混
合
」

の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
に
な
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
に

は
、
す
で
に
予
診
票
が
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
だ
、
接
種
し
て
い
な
い
場
合

は
、
予
診
票
と
と
も
に
同
封
し
た
実

施
の
お
知
ら
せ
を
よ
く
読
ん
で
、
早

め
に
医
療
機
関
で
お
受
け
く
だ
さ

い
。
実
施
期
限
は
平
成

年
３
月

20

31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
に
つ
い
て
】

第
１
期
の
対
象
は
生
後

カ
月
か

12

ら

カ
月
未
満
、
第
２
期
の
対
象
は

24
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
２
期
の
実
施
期
限
は
平
成

年
３
月

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

20

31

予
防
接
種
に
関
し
て
は
母
子
健
康

手
帳
の
接
種
記
録
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

少
子
化
対
策
と
し
て
、
平
成

年
19

度
よ
り
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成

年
４
月
か
ら
の
不
妊
治
療

19

費
が
、
対
象
と
な
り
ま
す
。

助
成
の
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
だ
、
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類
と
留
意
事
項

①
交
付
申
請
書
（
所
定
の
用
紙
）
、

②
医
療
機
関
受
診
証
明
書
（
所
定
の

用
紙
）
、
③
不
妊
治
療
費
の
領
収
書

（
原
本
）
、
④
医
療
保
険
証
の
写
し

※
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
各
保
健

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

▼
受
付

午
後
１
時

分
～
２
時

15

▼
持
参
す
る
物

母
子
手
帳
、
予
診
票

▼
受
付

午
前
９
時

分
～

時

30

11

【
乳
幼
児
相
談
日
程
】

４
月
か
ら
の
乳
幼
児
相
談
は
、
わ

ん
ぱ
く
広
場
、
ぴ
よ
ぴ
よ
広
場
に
変

わ
り
ま
す
。
育
児
相
談
の
ほ
か
、
赤

ち
ゃ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
お
母
さ

ん
同
士
の
交
流
も
で
き
ま
す
。

【
４
月
か
ら
の
乳
幼
児
相
談
日
程
】

【
成
人
相
談
日
程
】

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

平
成

年
度

20
各
種
検（
健
）
診
に
つ
い
て

東大間々笠懸健康相談（成人）

3/17俄
3/19我
4/2我

3/12我
4/9我

日 程

○○○保健師相談

内

容

○○3/12のみ栄養士相談

○3/12のみ歯科衛生士相談

3/13牙
要予約

精神相談

大間々笠懸乳幼児相談

3/12我
3/26我

3/19我日 程

○○保健師相談

内

容

○○栄養士相談
○○歯科衛生士相談
要予約要予約助産師相談

3/26我
要予約

心理相談

○遊びの広場

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

予
防
接
種
は
受
け
ま
し
た
か

（
二
種
混
合
・
麻
し
ん
風
し
ん
）

不
妊
治
療
費
の
助
成
は
、

３
月
中
に
申
請
く
だ
さ
い

ポリオBCG

笠
懸
保
健

セ
ン
タ
ー

４
／

俄
14

４
／

我
16

４
／

画
25

３
／

我
12

大
間
々
保
健

セ
ン
タ
ー

４
／
９
我

３
・
４
月
の
予
防
接
種

ぴよぴよ広場わんぱく広場

大間々保健センター東保健センター笠懸保健センター会場

4/９我・4/23我4/30我期日

１歳半くらいまで１歳半～３歳くらいまで対象

保健師、栄養士、
助産師、歯科衛生士、
看護師
※臨床心理士は4/23
我のみ（予約制）

保健師、栄養士、
保育士

保健師、栄養士、
助産師、歯科衛生
士、看護師、保育
士

従

事

者

（17） 広報みどり 呉24



2008年（平成20年） ３月号 （18）

４
月
か
ら
、
子
ど
も
に
か
か
る
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
助
成
内
容
が

変
わ
り
ま
す
。

▼
変
更
内
容

■
従
来
（
３
月
ま
で
）

【
通
院
・
入
院
】

煙
０
歳
～
就
学
前
ま
で
…
無
料

煙
小
学
１
年
生
～
３
年
生
ま
で

…
自
己
負
担
３
割
の
う
ち
、

２
割
を
助
成

■
４
月
以
降

【
通
院
】
０
歳
～
就
学
前
に
加
え
、

小
学
１
年
生
～
３
年
生
ま
で

…
無
料

【
入
院
】
０
歳
～
就
学
前
に
加
え
、

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
ま
で

…
無
料

◎
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
に
な
る

子
ど
も
に
は
…

新
し
く
受
給
資
格
者
証
を
交
付
し

ま
す
。
医
療
機
関
窓
口
で
受
給
資
格

者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
費
の

自
己
負
担
が
通
院
・
入
院
と
も
に
な

く
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
者
証
は
３

月
下
旬
に
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

◎
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
に

な
る
子
ど
も
に
は
…

入
院
し
た
と
き
の
医
療
費
を
助
成

し
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
入
院
す
る
際

に
市
役
所
で
申
請
し
受
給
資
格
者
証

の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
窓
口
で

受
給
資
格
者
証
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
な
く
な

り
ま
す
。

◎
現
在
０
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
…

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
の
で
、
現

在
お
持
ち
の
受
給
資
格
者
証
を
医
療

機
関
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
資
格
者
証
申
請
先

煙
市
民
課
保
険
年
金
係

（
笠
懸
庁
舎
）

煙
大
間
々
民
生
課
市
民
係

（
大
間
々
庁
舎
）

煙
東
民
生
課
市
民
係
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
保
険
年
金
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
２

(76)

通
院
は
小
学
３
年
生
ま
で

入
院
は
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
で
す

子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
た
農
用
地
区

域
の
農
地
を
、
住
宅
や
店
舗
、
露
天

駐
車
場
な
ど
に
使
用
す
る
と
き
は
、

は
じ
め
に
農
用
地
区
域
か
ら
「
除

外
」
す
る
手
続
き
が
必
要
で
、
次
に

農
地
法
に
基
づ
く
転
用
許
可
や
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

市
内
の
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

を
希
望
す
る
農
地
の
所
有
者
、
農
用

地
区
域
内
に
編
入
を
希
望
す
る
土
地

の
所
有
者
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
農
振
除
外

農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、
住
宅

な
ど
の
農
地
以
外
の
目
的
で
使
用

す
る
場
合
、
農
地
転
用
す
る
前
に

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
農
振
除
外
が
で
き
る
農
地

は
、
ほ
か
に
代
替
で
き
る
適
当
な

土
地
が
な
い
な
ど
の
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
農
振
編
入

す
で
に
、
除
外
さ
れ
た
土
地
で

あ
っ
て
、
農
地
転
用
さ
れ
て
い
な

い
土
地
は
、
農
用
地
区
域
に
編
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
手
続

該
当
す
る
人
は
、
変

更
申
請
書
（
農
林
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

土
地
登
記
事
項
証
明
書
、
公
図
の

写
し
、
案
内
図
（
住
宅
地
図
な
ど

の
写
し
）
な
ど
の
必
要
書
類
を
添

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

４
月
１
日
峨
～

日
30

我
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

◎
期
限
後
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

１
９
３
７

(76)

農
地
利
用
計
画（
農
振
除
外
・
編
入
）の
変
更
申
請
に
つ
い
て

◎４月10日牙 午後３時30分から

桐生市市民文化会館で、交通安

全大会を開催します。

▼問い合わせ先 総務課防災交通

係（笠懸庁舎）緯(76)0961

１日警察署長
ストロングマシーン１号・２号

４月６日(日)～15日(火)

崖春の交通安全運動崖
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在
宅
で
重
度
障
害
者
（
児
）
の
人

の
う
ち
、
次
の
交
付
要
件
に
該
当
す

る
人
に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
よ
く
ご
確
認
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
要
件

煙
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

煙
療
育
手
帳
Ａ
重
・
Ａ
１
・
Ａ
２

煙
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
の
項
目

に
該
当
す
る
人
は
受
給
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
自
動
車
税
も
し
く
は
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
た
人

②
生
計
を
一
に
す
る
家
族
が
①
の
減

免
を
受
け
た
人

③
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人

④
み
ど
り
市
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
等

通
院
交
通
費
補
助
を
同
年
度
に
受

け
る
予
定
の
人

▼
交
付
内
容

年
間

枚
48

（
年
度
途
中
の
場
合
は
ひ
と
月
４

枚
の
割
合
で
交
付
し
ま
す
）

※
タ
ク
シ
ー
券
１
枚
が
基
本
料
金
に

相
当
し
ま
す

▼
申
請
方
法

本
人
ま
た
は
家
族
が

来
所
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

▼
持
参
す
る
物

印
鑑
、
交
付
を
受

け
て
い
る
手
帳

▼
受
付
場
所

煙
社
会
福
祉
課
（
笠
懸
庁
舎
）

煙
大
間
々
民
生
課
（
大
間
々
庁
舎
）

煙
東
民
生
課
（
東
庁
舎
）

▼
受
付
開
始

３
月

日
俄
か
ら
随

24

時
受
け
付
け
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

重
度
障
害
者（
児
）福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
重
度
障
害

者
（
児
）
を
対
象
に
手
当
を
支
給
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
手
当
を
受
給

す
る
に
は
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
に
関
す
る
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

▼
対
象

在
宅
で
著
し
く
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る

歳
以
上
の
人

20

（
社
会
福
祉
施
設
へ
入
所
中
の
人

や
病
院
な
ど
に
３
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
人
は
除
く
）

▼
支
給
月
額

２
６
，
４
４
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

▼
対
象

在
宅
で
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る

歳
未
満
の
人
（
社

20

会
福
祉
施
設
へ
入
所
中
の
人
や
障

害
を
理
由
に
年
金
な
ど
の
給
付
を

受
け
て
い
る
人
は
除
く
）

▼
支
給
月
額

１
４
，
３
８
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

在
宅
重
度
障
害
者（
児
）に
手
当
を
支
給

浅
原
体
験
村
で
は
、
金
襴
の
産
地

で
あ
る
大
間
々
町
浅
原
地
区
で
、
地

域
と
人
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
ひ

な
人
形
講
習
会
を
行
う
ほ
か
、
今
年

も
作
品
を
募
っ
て
ひ
な
人
形
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
約

点
も
の
参
加
が
あ

50

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
市
販
の
も
の

と
は
一
味
ち
が
う
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
溢
れ
る
ひ
な
人
形
が
訪
れ
た

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

▼
展
示
期
間
・
時
間

２
月

日
蚊
～
４
月
６
日
蚊

24

午
前

時
～
午
後
４
時

10

▼
定
休
日

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

禍
浅
原
体
験
村

（
大
間
々
町
浅
原
５
９
０
倆

）
14

緯

０
１
２
２

(72)

浅
原
体
験
村
ひ
な
人
形
コ
ン
ク
ー
ル

昨年の展示

次の方々から寄附がありました。

ありがとうございました。

煙吉野堅市さん…サクラ苗木100本、ロウバイ苗木100本

煙奈良部典子さん…オートレフケラトメーター

（角膜を検査する医療機器）

煙在日本朝鮮人総聯合会群馬県東毛支部常任委員会

…100,000円

煙円尾博美さん…人類復顔石膏模型４体

あたたかい心
恭
４
月
か
ら
桐
生
市
の
無
料
法
律
相

談
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
要
予
約
）

▼
相
談
日
時

煙
４
月
３
日
牙
（
午

前

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３

10
時
）
煙
４
月

日
牙
（
午
前

時

10

10

～
正
午
）

▼
会
場

桐
生
市
役
所
市
民
相
談
室

▼
定
員

人
（
桐
生
市
民
含
む
）

14

▼
申
込
方
法

３
月

日
俄
午
前
９

31

時
か
ら
、
専
用
電
話
緯

２
４
２

(22)

４
で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
日
時

開
催
週
の
月
～
金
曜

日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
市
役
所
企
画
部
広
報
広
聴
課

緯

１
１
１
１
（
内
線
５
０
６
）

(46)

桐
生
市
と
の
連
携
交
流
事
業
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在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
お
よ
び

)

重
度
身
体
障
害
児
（
者

に
、
理
容

サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
市
内
に
居
住
す
る

歳
以
上
の
高

65

齢
者
で
、
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り

の
状
態
が
続
き
、
出
張
に
よ
る
理

容
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
人

②
市
内
に
居
住
し
、
視
覚
お
よ
び
下

肢
機
能
、
体
幹
機
能
に
障
害
を
持

つ
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１

級
ま
た
は
２
級
を
保
有
し
、
出
張

に
よ
る
理
容
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な

人
▼
交
付
内
容

理
容
サ
ー
ビ
ス
券
を
年
間
４
枚
交

付
し
ま
す
（
途
中
申
請
の
場
合

は
、
３
カ
月
に
１
枚
の
割
合
で
交

付
し
ま
す
）
。

▼
申
請
方
法

地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
ま
た
は
各

庁
舎
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
介
護
高
齢
課
高
齢
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
４

(76)

煙
大
間
々
民
生
課
福
祉
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
８
４
６

(76)

煙
東
民
生
課
福
祉
係

（
東
庁
舎
）
緯

１
８
４
７

(76)

理
容
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付
し
ま
す

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
へ

棟・階（戸数）間取り家賃(一般世帯）団地名

Ａ棟４階（３）３Ｋ
Ａ棟10,200円

～16,800円

塩原下ノ台団地

（大間々）

１階（１）※３ＬＤＫ41,000円高街灯団地（東）

１階（１）２ＤＫ10,000円沢入団地（東）

（１）３Ｋ7,100円～11,700円中居団地（東）

（１）３Ｋ8,000円～13,200円下小池団地（東）

市営住宅入居者の募集 ●申し込み・問い合わせ先 建設課住宅係（大間々庁舎）緯(76)1904

各団地とも入居予定日は４月１日峨以降になり

ます。また、各団地とも申込者多数の場合は抽選

となります。締切は毎週金曜日です。

※高街灯団地は、特定優良賃貸住宅の基準により

認定月額が268,000円以上の世帯が対象となり

ます。認定月額については、ホームページをご

覧になるか、またはお問い合わせください。

市
内
の
指
定
店
で
紙
お
む
つ
を
購

入
で
き
る
給
付
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
思
わ
れ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

歳
以
上
の
寝
た
き
り

65

お
よ
び
認
知
症
高
齢
者
（
要
介
護

認
定
に
お
い
て
要
介
護
２
以
上
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
）
で
失
禁

状
態
に
あ
り
、
在
宅
で
６
カ
月
以

上
（
平
成

年

月
１
日
以
前
か

19

10

ら
）
、
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
人

▼
給
付
券

半
期
に
一
度
、
２
千
円

の
紙
お
む
つ
購
入
券
を
５
枚
交
付

し
ま
す
。

▼
申
込
期
限

４
月

日
画

25

▼
申
請
方
法

地
域
の
民
生
委
員
さ

ん
ま
た
は
各
庁
舎
の
問
い
合
わ
せ

先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
取
扱
店

紙
お
む
つ
取
扱
店
の
指

定
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
庁

舎
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
現
在
、
指
定
店
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
介
護
高
齢
課
高
齢
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
４

(76)

煙
大
間
々
民
生
課
福
祉
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
８
４
６

(76)

煙
東
民
生
課
福
祉
係

（
東
庁
舎
）
緯

１
８
４
７

(76)

紙
お
む
つ
の
給
付
券
を
交
付
し
ま
す

恭
新
年
度
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配

付
し
ま
す

平
成

年
度
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン

20

ダ
ー
は
、
３
月
下
旬
に
隣
組
な
ど
を

通
し
て
配
布
の
予
定
で
す
。

隣
組
な
ど
か
ら
お
手
元
に
届
か
な

い
人
に
つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す
が

市
役
所
各
庁
舎
（
笠
懸
・
大
間
々
・

東
）
の
窓
口
で
お
求
め
に
な
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
配
付
窓
口

煙
生
活
環
境
課
（
笠
懸
庁
舎
）

煙
大
間
々
民
生
課
（
大
間
々
庁
舎
）

煙
東
民
生
課
（
東
庁
舎
）

恭
ご
み
袋
の
価
格
が
改
定
さ
れ
ま
す

原
油
価
格
の
高
騰
で
石
油
化
学
製

品
が
値
上
が
り
す
る
中
、
市
の
指
定

ご
み
袋
の
購
入
価
格
も
値
上
げ
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

値
上
げ
の
時
期
や
価
格
の
発
表
は

決
定
し
次
第
、
文
書
回
覧
し
ま
す
。

誠
に
恐
縮
で
す
が
今
後
の
一
層
の

ご
み
減
量
と
合
わ
せ
て
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
８
５

(76)

新
年
度
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
と
指
定
ご
み
袋
の
お
知
ら
せ
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食を通じた国際交流・国際理解のための市

内在住の外国人講師による料理教室です。

今回は韓国出身の李明子さんを講師に迎え

手軽に作れる韓国の家庭料理としてチヂミ・

春雨料理・もやしスープを作る予定です。多

くの人の参加をお待ちしています。

▼日時 ３月19日我 午前10時～午後１時

▼場所 笠懸公民館 調理室

▼対象・定員 市内在住または在勤・在学の

18歳以上の人・先着20人

▼参加費 500円（材料費）

※前日・当日のキャンセルは参加費全額を徴

収させていただきます。

▼必要な物 エプロン、バンダナ、ふきん、

お持ち帰り用タッパーなど

▼申込方法 ３月５日我から、直接または電

話で（１度の申込で２人まで）

▼申し込み・問い合わせ先

企画課政策調整係（笠懸庁舎）緯(76)0962

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

国際理解・料理教室

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域

滑
笠
懸
地
区

興興
公公
共共
下下
水水
道道
へへ
のの
接接
続続
のの
おお
願願
いい

興
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

滑
大
間
々
地
区

市
の
公
共
下
水
道
は
、
笠
懸
・

大
間
々
の
両
地
区
と
も
に
平
成
４

年
に
事
業
を
開
始
し
、
現
在
で
は

笠
懸
地
区
で
１
４
５

、
大
間
々

ha

地
区
で
１
１
４

の
区
域
で
供
用

ha

開
始
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
接
続
の
割
合

を
み
る
と
、
笠
懸
地
区
で

％
、

32

大
間
々
地
区
で
は

％
の
ご
家
庭

59

や
事
業
所
で
、
い
ま
だ
に
接
続
が

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

下
水
道
の
大
き
な
役
割
と
し

て
、
「
河
川
や
地
下
水
の
水
質
保

全
」
「
生
活
環
境
の
改
善
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
下
水
道
は
使
わ

れ
て
初
め
て
そ
の
役
割
を
は
た
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ

レ
の
水
洗
化
に
よ
り
生
活
環
境
も

改
善
さ
れ
ま
す
。

市
内
に
は
渡
良
瀬
川
が
流
れ
、

下
流
市
町
村
の
飲
料
水
や
農
業
用

水
の
水
源
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
渡
良
瀬
川

に
放
流
さ
れ
て
い
る
雨
水
排
水
路

の
水
に
は
、
白
く
濁
り
洗
剤
臭
の

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

排
水
路
に
は
雑
排
水
が
流
入
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
る

な
か
、
水
質
保
全
の
た
め
に
も
、

供
用
開
始
区
域
内
で
ま
だ
接
続
を

し
て
い
な
い
ご
家
庭
や
事
業
所

は
、
早
急
に
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

下
水
道
係
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

１
９
０
３

(76)

年
度
末
と
年
度
当
初
の
日
曜
日
に

市
民
課
・
こ
ど
も
課
・
介
護
高
齢

課
・
税
務
課
・
収
納
対
策
室
の
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
平
日
に
都
合
の
つ

か
な
い
人
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
設
は
笠
懸
庁
舎
の
み
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時

３
月

日
蚊
、
４
月
６
日
蚊

30

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

▼
取
扱
業
務

煙
市
民
課
の
各
種
証

明
書
の
発
行
煙
住
民
異
動
煙
印
鑑

登
録
煙
外
国
人
登
録
煙
国
民
健
康

保
険
煙
福
祉
医
療
煙
老
人
医
療
煙

児
童
福
祉
煙
母
子
・
寡
婦
福
祉
煙

児
童
手
当
煙
保
育
園
煙
介
護
保
険

煙
税
務
課
の
各
種
証
明
書
の
発
行

煙
納
税
と
納
税
相
談
な
ど

◎
住
基
カ
ー
ド
発
行
、
住
民
票
広
域

交
付
、
電
子
証
明
書
の
交
付
、
後

期
高
齢
者
、
年
金
、
高
齢
福
祉
の

各
事
務
は
除
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
市
民
課

緯

０
９
７
２

(76)

煙
こ
ど
も
課

緯

０
９
７
５

(76)

煙
介
護
高
齢
課

緯

０
９
７
４

(76)

煙
税
務
課

緯

０
９
６
４

(76)

煙
収
納
対
策
室

緯

０
９
５
６

(76)

休
日
の
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

笠懸南中学笠懸南中学校校

笠
懸懸
東
小小
学

笠
懸
東
小
学
校校

大間々南小学大間々南小学校校

大間々東小学大間々東小学校校
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【
本
の
森
の「
親
子
寄
席
」】

▼
日
時

３
月

日
蚊
午
後
１
時
～

30

▼
会
場

２
階

視
聴
覚
室

▼
出
演

林
家
ひ
ろ
木
さ
ん

（
林
家
木
久
扇
一
門
）

▼
定
員

先
着

組
50

▼
参
加
方
法

３
月

日
臥

午
前

15

９
時

分
か
ら
、
笠
懸
図
書
館
で

30

整
理
券
を
配
付
し
ま
す
。
詳
し
く

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
読
み
聞
か
せ
】

◎
あ
し
の
会

お
は
な
し
だ
い
す
き

３
月

日
牙

午
後
３
時
～

13

◎
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

絵
本
と
あ
そ
ぼ

毎
週
木
曜
日

午
前

時
～

11

【
今
月
の
予
定
】

◎
笠
老
連
映
画
会

３
月
７
日
画

午
後
１
時

分
～

30

◎
１
日
図
書
館
員

３
月
８
日
臥

午
前
８
時

分
～

時

分

30

11

30

◎
図
書
館
名
画
座

３
月
９
日
蚊

午
後
２
時
～

◎
子
ど
も
映
画
劇
場

３
月

日
臥

午
後
２
時
～

15

【
春
休
み
子
ど
も
映
画
会
】

◎
４
月
１
日
峨
「
ピ
ノ
キ
オ
」

◎
４
月
２
日
我
「
ダ
ン
ボ
」

◎
４
月
３
日
牙
「
バ
ン
ビ
」

◎
４
月
４
日
画
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」

▼
時
間

午
前

時
～
（
共
通
）

10

【
心
と
こ
と
ば
を
育
む
た
め
に
】

図
書
館
で
は
、
母
親
学
級
で
本
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

の
こ
と
ば
と
心
を
育
む
た
め
に
は
、

優
し
く
語
り
合
い
触
れ
合
う
こ
と
が

大
切
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
い
時
間

を
も
つ
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
で

す
。ま

た
、
児
童
た
ち
に
も
図
書
館
を

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
新
入
小

学
生
に
図
書
館
の
案
内
を
頒
布
し
て

い
ま
す
。
読
書
は
、
子
ど
も
が
言
葉

を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を

高
め
、
創
造
力
を
豊
か
に
し
、
人
生

を
よ
り
深
く
生
き
る
力
が
身
に
つ
け

ら
れ
ま
す
。

～
お
願
い
～

図
書
館
資
料
の
持
ち
運
び
は
、
雨

や
水
溜
り
で
汚
し
た
り
忘
れ
物
を
し

た
り
し
な
い
た
め
、
『
マ
イ
・
バ
ッ

ク
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
特
集
コ
ー
ナ
ー
】

恭
ひ
な
祭
り

小
・
中
学
生
に
よ
る
ひ
な
人
形
の

飾
り
付
け
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

恭
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

恭
源
氏
物
語

恭
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
本

笠
懸
図
書
館

▼
日
時

４
月
１
日
峨

午
前
９
時

分
～

30

【
お
す
す
め
新
刊
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

◎
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｎ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｓ
」
（
映
像
で
楽
し
む
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
）

◎
「
０
０
７
シ
リ
ー
ズ
」
（
「
ロ
シ

ア
よ
り
愛
を
こ
め
て
」
「
サ
ン

ダ
ー
ボ
ー
ル
作
戦
」
ほ
か
多
数
）

◎
「
ル
ワ
ン
ダ
の
涙
」
（
実
際
に
起

き
た
事
件
を
ベ
ー
ス
に
ア
フ
リ
カ

の
大
地
で
起
き
た
悲
劇
を
描
い
た

衝
撃
の
作
品
）

【
読
み
聞
か
せ
】

気
軽
に
親
子
で
参
加
く
だ
さ
い
。

第
２
・
第
４
金
曜
日

午
後
４
時

分
～
５
時

15

【
特
集
コ
ー
ナ
ー
】

恭
社
会
人
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
ぼ
う

知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら

な
い
マ
ナ
ー
、
日
常
・
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
幅
ひ
ろ
い
シ
ー
ン
に
役
立
つ
本
を

特
集
し
ま
し
た
。
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
て
、
自
分
を
磨
き
ま
し
ょ
う
。

【
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
】

◎
３
月

日
臥

午
後
２
時
～

22

綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆
笑
！

エ
キ

サ
イ
ト
ラ
イ
ブ
ビ
デ
オ
第
２
集

（
上
映
時
間

分
）

50

◎
４
月

日
臥

午
後
２
時
～

12

ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
・
３

（
上
映
時
間
１
０
０
分
）

【
読
み
聞
か
せ
】

◎
わ
ら
べ
の
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
で
楽
し

い
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

毎
週
土
曜
日

午
前

時
～

11

児
童
コ
ー
ナ
ー

【
雑
誌
を
お
譲
り
し
ま
す
】

保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
玄
関

ホ
ー
ル
で
お
譲
り
し
ま
す
。
ご
自
由

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

笠笠
懸
図
書

笠
懸
図
書
館館

大大
間間
々
図
書

々
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日
、

(

３
月

日

木
・
祝)

20

【
資
料
整
理
日
】
３
月

日
画

28

東
公
東
公
民民
館
図
書

館
図
書
室室

◎
毎
週
月
曜
日

休休

館館

日日

大
間
々
図
書
館

東
公
民
館
図
書
室
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身近で親しまれ愛されるみんなの文化ホール

Ｅメール bunkahooru@city.midori.gunma.jpＥメール bunkahooru@city.midori.gunma.jp

Up崖RightSPRINGCONCERT
関係者（小林）緯090(5546)4978
入場料 一般499円、高校生以下99円

３/11(火)
午後７時

渡辺真知子・国府弘子
おしゃべりコンサート
笠懸野文化ホール 緯(77)1212

３/15(土)
午後６時30分

伊勢崎地区新人演奏会
伊勢崎地区吹奏楽連盟
緯0270(74)0635（石川）

３/16(日)
午前10時

健康福祉まつり
みどり市健康管理課 緯(76)2510

３/23(日)
午前11時

○催物のほか演奏練習など多くの方にご利用いただいて

います。利用申込についてはお問い合わせください。

○館内は禁煙となりました。喫煙の際は屋外の所定の場

所をご利用ください。ご理解ご協力をお願いします。

渡辺真知子・国府弘子
おしゃべりコンサート

日時 3月15日(土)午後6時30分開演

ᚸႆ٥ɶڤ

抜群の歌唱力を誇るアーティスト渡辺真知子

と、人気ジャズピアニスト国府弘子による夢のコ

ラボレーション。

●料金 全席指定 前売3,500円（当日4,000円)

※未就学児の入場はご遠慮ください。

田中正造ドキュメンタリー映画

赤貧洗うがごとき
日時 4月6日(日)午後6時上映 ＤＶＤ上映

ᚸႆ٥ɶڤ

明治中期に起きた公

害の原点ともいうべき

足尾鉱毒問題に、生涯

をかけてたたかった田

中正造と多くの「野に

叫ぶ人々」。当時の政

官財癒着の実態、マス

コミの役割、命や人権

の大事さ、住民こそ歴

史の主人公であるとい

う厳粛な事実を表すた

め、豊富な資料や証言をもとに製作されたドキュメ

ンタリー映画です。正造からのメッセージを肌で感

じ、明日への力を受け取ってください。

●料金 全席自由

一般前売1,200円（当日1,500円）、シニア（60歳

以上）と高校生1,000円、中学生以下500円

※実行委員もチケット販売をしています。

●主催 田中正造「赤貧洗うがごとき」上映実行委

員会・笠懸野文化ホール

国府弘国府弘子子渡辺真知渡辺真知子子

幕が開くとそこは、夢が広がる遊園地…外 大人

気のしまじろうと一緒に歌う・遊ぶ・踊る外 ただ

観るだけではない、“参加する劇場公演”へ、ご家

族そろってぜひお越しください。

●料金 全席指定1,500円

（2歳以下保護者ひざ上無料）

枚数制限 お一人様6枚まで（発売日のみ）

日時 6月8日(日)

《1回目公演》午後0時30分開演（予定）

《2回目公演》午後3時30分開演（予定）

4月2t日(້ Ὁᅔ)ႆ ٥予定

ᆸӝᝤ٥ 午Эᾈ時὾ᩓᛅ予ኖ 午後ᾀ時

笠懸野文化ホール〔パル〕開館15周年記念事業
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煙日時

３月30日蚊

午前10時～午後２

時（小雨決行）

煙会場

岩宿博物館 岩宿

人広場

煙主な催し物

○石器作り

○まが玉作り

○弓矢･ヤリ投げ

○古代米のもちつき

○土器･土鈴・土笛

の焼き上げ

○古代の売店など

カタクリ・さくらまつりの開催期間中に催し

ます。皆さんぜひお越しください。

岩宿博物館では、市内の

小中学校や幼稚園・保育園

の児童生徒園児たちに、体

験学習を中心に学習支援を

行っています。体験学習で

は世界に１つしかない石器

や土器などの素敵な作品が

作られています。

これらの作品や学習の成

果を展示公開します。市内

の小学生や園児たちが、博

物館で何を学び、考え、そ

してどんな岩宿人になった

かを、ぜひご覧ください。

岩宿ムラ祭り

岩宿博物館では、このたび人類の復元模型４体の

寄贈を受けました。この模型は実際の人骨から型取

りしたものに肉付けして復顔されたもので、人類の

歴史を考える上で大変貴重な資料であると考えてい

ます。そのような重要な寄贈資料をそのまま収蔵す

るのでなく、多くの人たちに観ていただきたいと考

えています。短期間ではありますが、新収蔵資料展

として公開展示しますので、ぜひご来館ください。

恭解説講座

【開催日時】３月20日(木・祝) 午後１時30分～

【開催会場】岩宿博物館 １階

【講座内容】

煙講演１『人類を復顔する』

講師 円尾博美 氏

新収蔵資料展

「人類を復顔する －円尾博美氏 作品展－」

総合学習展示総合学習展示

「岩宿人になろう」

煙講演２『人類の進化と化石人類の復顔』

講師 楢崎修一郎氏

（群馬県埋蔵文化財調査事業団）

《開催期間》 ３月13日(木)～26日(水) 《会場》企画展示室

▲昨年の岩宿ムラ祭り

石器作石器作りり

まが玉作まが玉作りり

ネアンデルタールネアンデルタール人人クロマニヨンクロマニヨン人人

人類の復顔模型

《開催期間》 ３月29日(土)～４月20日(日)

《会場》企画展示室

▼昨年の展示の様子
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今や日本を代表する文化となった「マンガ」は、日本製アニメの人気と共に海外でも幅広く認め

られ、「ＭＡＮＧＡ」という言葉は世界共通語になっています。今回の企画展は、昭和30年代の子

どもたちに夢を与え、熱狂的に支持された少年漫画誌にスポットをあてたものです。

月刊少年誌の全盛時代

戦後復興期から高度経済成長期にかけて、多くの少年漫画雑誌が発行されました。特に大量の付

録漫画が付いた『少年』『冒険王』『少年画報』などの月刊誌が全盛時代を迎えます。戦後流行し

た赤本漫画や貸本漫画で活躍した作家たちも少年雑誌へ作品を提供し、手塚治虫を中心とする続き

物のストーリー漫画が次第に主流となっていきました。

昭和30年代に登場した「スーパーヒーロー」や「ＳＦロボットもの」などは、現在でも漫画の基

本的なスタイルとして継承され、多くの新人作家たちに影響を与えています。世界に誇る日本のマ

ンガ文化は、まさにこの時期から始まったといえるでしょう。

※ ※ ※ ※ ※

コノドント館では昭和30～40年代の貴重な少年漫画誌を中心に、ソノシートや玩具類などを多数

展示します。団塊の世代にとっては懐かしい子ども時代の記憶が、きっと鮮やかによみがえること

でしょう。この機会に、少年時代に熱中した漫画誌のヒーローたちを見つけてみてください。

月刊少年漫画雑誌『少年』＜昭和41年5月号／光文社＞

「鉄腕アトム」「鉄人28号」の二大連載を中心に、「矢車剣之助」（堀江卓）、「ストッ

プ！にいちゃん」（関谷ひさし）、「サスケ」（白土三平）など次々に人気作を生み出し、

30年代後半には少年漫画雑誌のトップを走る雑誌になりました。

手塚治虫『鉄腕アトム』 ＜昭和32年／光文社＞

21世紀の未来を舞台に、少年ロボット「アトム」が活躍する物語で

す。昭和27～43年にかけて『少年』に連載されました。昭和38年に、

日本で初めてテレビアニメ化（白黒）された漫画としても知られてい

ます。

横山光輝『鉄人28号』 ＜昭和39年／光文社カッパコミックス＞

昭和30年代の日本を舞台に、少年探偵（金田正太郎）が巨大ロボット「鉄人28号」をリモコ

ンで操り、平和を守るという物語です。昭和31～41年にかけて『少年』に連載されました。昭

和34年にラジオドラマ化され、翌年には実写テレビドラマが放送されています。

コノドント館第58回企画展

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画のののののののののののののののののののののののののののののヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた戦後少年漫画のヒーローたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
～日本マンガ文化の夜明け～日本マンガ文化の夜明け～～

▼

ブ
リ
キ
の
鉄
人

号
28

●開催期間 ３月15日(土)～５月11日(日)

●期間中の休館日 月曜および祝日の振替休館

（３月21日・４月30日・５月７日）

●入館料 一般100円 小・中学生50円

（20人以上団体割引）

●問い合わせ先 大間々博物館 緯(73)4123

●ホームページ

http://www.city.midori.gunma.jp/conodont/
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国
税
専
門
官
採
用
試
験

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法
律
・

経
済
・
会
計
な
ど
の
専
門
的
知
識
を

駆
使
し
、
国
税
に
関
す
る
調
査
や
指

導
な
ど
の
事
務
を
行
う
国
税
専
門
官

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

①
昭
和

年
４
月
２
日
～
同

年
４

54

62

月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

62

で
次
に
揚
げ
る
人

ａ

大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

21
す
る
見
込
み
の
人

ｂ

人
事
院
が
ａ
に
揚
げ
る
人
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

▼
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
で
き
る
だ
け
郵
送
で
お
願
い

し
ま
す
）
。

▼
受
付
期
間

４
月
１
日
峨
～

日
14

俄
（
土
・
日
曜
日
除
く
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時
、
当
日
消
印
有
効

▼
申
込
書
提
出
先

第
１
次
試
験
地

を
所
轄
す
る
国
税
局
ま
た
は
国
税

事
務
所

▼
試
験
日
・
種
目

《
第
１
次
試
験
》
６
月

日
蚊

15

教
養
お
よ
び
専
門
試
験
（
多
肢
選

択
式
）
、
専
門
試
験
（
記
述
式
）

《
第
２
次
試
験
》
７
月

日
俄
～

28

31

日
牙
の
う
ち
、
第
１
次
試
験
合
格

通
知
書
で
指
定
す
る
日

人
物
試
験
お
よ
び
身
体
検
査

▼
合
格
者
発
表
日

《
第
１
次
試
験
》
７
月
８
日
峨

《
最
終
合
格
》
８
月

日
画

29

▼
申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
最
寄
り
の
税
務
署
（
総
務
課
）

煙
関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課

試
験
係

衣
３
３
０
倆
９
７
１
９

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都

心
１
倆
１

緯
０
４
８
（
６
０
０
）
３
１
１
１

法
務
教
官
採
用
試
験

人
事
院
・
法
務
省
で
は
、
少
年
院

お
よ
び
少
年
鑑
別
所
の
職
員
と
し
て

非
行
少
年
の
処
遇
な
ど
に
携
わ
る

「
法
務
教
官
」
の
採
用
試
験
受
験
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２
日

54

～
同

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

62

※
そ
れ
以
降
の
生
ま
れ
で
も
、
短
大

な
ど
の
卒
業
見
込
み
者
は
受
験
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
第
１
次
試
験

《
期
日
》
６
月

日
蚊

15

《
内
容
》
筆
記
試
験

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
の
上
、
で
き
る
だ
け
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
す
る
場
合
（
受
付

平
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

▼
申
し
込
み
先

法
務
省
東
京
矯
正

管
区
職
員
課

衣
３
３
０
倆
９
７

２
３

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央

区
新
都
心
２
倆
１

さ
い
た
ま
新

都
心
合
同
庁
舎
２
号
館

階
13

▼
申
込
受
付
期
間

４
月
１
日
峨
～

日
俄

14

▼
申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
東
京
矯
正
管
区
職
員
課

緯
０
４
８
（
６
０
０
）
１
５
０
０

煙
赤
城
少
年
院
庶
務
課

緯
０
２
７
（
２
８
３
）
２
０
２
０

恭
平
成

年
度
訓
練
生

20

み
ど
り
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
勤
労
者
で
技
術
の
向
上
を
目
指

す
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
パ
ソ
コ
ン
科

煙
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

《
内
容
》
ワ
ー
ド
を
利
用
し
た
文
書

作
成
の
ほ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
方
法
な
ど

《
期
間
》
４
月
～
８
月
（
週
２
回

火
・
木
曜
日
）
全

回
36

《
時
間
》
午
後
７
時
～
９
時

分
40

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
４
６
，
０
０
０
円

煙
ア
ク
セ
ス
基
礎
コ
ー
ス

《
内
容
》
ア
ク
セ
ス
を
利
用
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
の
仕
方
、

利
用
方
法

《
期
間
》
４
月
～
６
月
（
週
２
回

水
・
金
曜
日
）
全

回
16

《
時
間
》
午
後
７
時
～
９
時

分
15

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
２
５
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限

３
月

日
画

28

◎
こ
の
ほ
か
パ
ソ
コ
ン
科
で
は
、
エ

ク
セ
ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
・

パ
ソ
コ
ン
入
門
な
ど
年
間
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ス
を
予
定
し

み
ど
り
市
高
等

職
業
訓
練
校
訓
練
生
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て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
み
ど
り
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

緯

６
０
１
１
※
午
後
１
時
以
降

(73)

煙
商
工
振
興
課
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

１
９
３
８

(76)
み
ど
り
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
主
催

に
よ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
す
。

▼
期
日

３
月

日
蚊

23

▼
時
間

午
前
９
時

分
集
合

30

（
終
了
予
定

正
午
過
ぎ
）

▼
会
場

桐
生
ス
タ
ー
レ
ー
ン

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
乗
り
合
い
で
の
来
場
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格

み
ど
り
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人

▼
参
加
費

一
般

２
千
円
、

小
・
中
・
高
校
生

千
円

※
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い

▼
競
技
方
法

煙
ク
ラ
ス
別
個
人
戦
・
３
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
ピ
ン

《
一
般
の
部
》
ア
メ
リ
カ
ン
方
式

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
式

煙
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
有
り

煙
バ
ン
パ
ー
レ
ー
ン
使
用
不
可

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
直
接
来

場
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

３
月

日
蚊

16

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
ス
タ
ー
レ
ー
ン
（
橋
本
・
渥

海
）
緯

８
１
５
５

(44)

高
齢
者
の
生
き
甲
斐
と
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
、
老
人
憩
の
家
カ
ラ
オ

ケ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

３
月

日
俄

24

午
前
９
時

分
～
正
午

30

▼
会
場

笠
懸
老
人
憩
の
家

広
間

▼
参
加
資
格

市
内
在
住

歳
以
上

60

の
人

▼
参
加
費

１
０
０
円

▼
定
員

人
30

▼
申
込
締
切
日

３
月

日
俄

17

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

笠
懸
老
人
憩
の
家
緯

５
０
６
４

(76)

献
血
に
ご
協
力
を

現
在
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
献
血
を
行
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

３
月

日
峨

25

午
前
９
時

分
～
正
午

30

午
後
１
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

煙
成
分
献
血
は
行
わ
ず
２
０
０
悪
献

血
と
４
０
０
悪
献
血
の
み
で
す
。

煙
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
、
次

回
の
献
血
の
際
に
献
血
カ
ー
ド
に

変
更
し
ま
す
が
、
血
液
提
供
者
に

は
カ
ー
ド
の
作
成
に
あ
た
り
４
け

た
の
暗
証
番
号
を
入
力
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
カ
ー
ド
作
成
以
降
は

献
血
す
る
と
き
に
暗
証
番
号
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
番
号
を
忘

れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
管
理
課

（
笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー
）

緯

２
５
１
０

(76)

恭
第
３
種
公
認
審
判
員
認
定
講
習
会

受
講
す
る
だ
け
で
審
判
員
資
格
が

取
得
で
き
ま
す
。

▼
日
時

４
月
６
日
蚊

午
前
８
時

▼
会
場

笠
懸
公
民
館

▼
費
用
（
当
日
徴
収
）

一
般

８
，
８
０
０
円
、

中
高
生

３
，
１
０
０
円

▼
講
習
内
容

午
前
…
学
科
（
ル
ー

ル
）
、
午
後
…
実
技
講
習

▼
服
装
な
ど

運
動
が
で
き
る
服
装

お
よ
び
靴
を
着
用

▼
問
い
合
わ
せ
先

長
谷
川
武
審
判

委
員
長

緯

２
６
０
３

(72)

県
営
住
宅
入
居
者

４
月
・
７
月
・

月
・
１
月
の
年

10

４
回
、
定
期
募
集
し
公
開
抽
選
で
入

居
予
定
者
を
選
定
し
ま
す
。

▼
入
居
資
格

住
宅
に
困
窮
し
親
族

と
入
居
す
る
人
（
収
入
制
限
が
あ

り
）
。
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
単

身
入
居
資
格
な
ど
詳
し
く
は
募
集

要
領
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
住
宅

募
集
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
要
領

４
月
１
日
か
ら
群
馬

県
住
宅
供
給
公
社
・
市
町
村
・
土

木
事
務
所
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

４
月
１
日
峨
～

日
15

峨
の
間
、
郵
送
の
み
受
付
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
住
宅
供
給
公
社

緯
０
２
７
（
２
１
０
）
６
６
３
４

胃
０
２
７
（
２
２
３
）
９
８
０
８

平
成

年
１
月
、
上
場
会
社
の
株

21

券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
。
電
子
化
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
上
場
会
社
の
株

券
は
無
効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は

証
券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座

で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化
に

よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
子
化
の

前
ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

日
本
証
券
業
協

第
２
回
み
ど
り
市
民

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

笠
懸
老
人
憩
の
家

カ
ラ
オ
ケ
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

審
判
員
資
格
講
習
会

来
年
１
月
、上
場

会
社
の
株
券
電
子
化
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会

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ

ン
タ
ー

緯
０
３
（
３
６
６
７
）
４
５
０
０

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

岩
宿
の
里
ふ
れ
あ
い
市

恭
朝
市

▼
日
時

４
月

日
蚊

13

午
前
７
時
～
８
時

分
30

▼
会
場

岩
宿
博
物
館
バ
ス
駐
車
場

▼
次
回
開
催

５
月

日
蚊

11

※
４
月
下
旬
に
は
夕
市
の
開
催
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

観
光
政
策
課

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
２
７
０

(76)

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
予

約
制
で
す
。
会
場
へ
の
移
動
が
困
難

な
人
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

４
月

日
我

16

午
前

時
～
正
午

10

▼
会
場

桐
生
市
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
桐
生
市
仲
町
）

▼
相
談
内
容

身
体
障
害
者
の
補
装

具
判
定
、
相
談
な
ど

▼
相
談
科
目

整
形
外
科

▼
持
参
す
る
も
の

印
鑑

身
体
障

害
者
手
帳

▼
申
込
期
限

４
月
８
日
峨

▼
申
し
込
み
先

社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
笠
懸
庁
舎
）
煙
大
間
々

民
生
課
福
祉
係
（
大
間
々
庁
舎
）

煙
東
民
生
課
福
祉
係
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

大
間
々
朝
市

▼
日
時

４
月
６
日
蚊

午
前
７
時
～
９
時

▼
会
場

大
間
々
庁
舎
円
形
駐
車
場

▼
イ
ベ
ン
ト

①
沢
入
サ
ー
カ
ス
学
校
の
大
道
芸

②
ス
ピ
ー
ド
く
じ
…
２
０
０
円
お
買

い
上
げ
で
サ
ー
ビ
ス
券
を
１
枚
進

呈
。
今
回
だ
け
券
２
枚
で
ス
ピ
ー

ド
く
じ
が
１
回
引
け
ま
す
（
午
前

８
時
～
）
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
商
工
朝

市
会
事
務
局

緯

６
６
１
１

(73)

平
成
６
年
以
前
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ

ン
製
剤
の
投
与
を
受
け
た
人
な
ど

は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
保
健
所
で

の
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
検
査
を
受
け
て
ほ
し
い
人

病
気
や
手
術
、
出
産
時
な
ど
に
、

血
が
止
ま
り
に
く
か
っ
た
人
や
大
量

の
出
血
が
あ
っ
た
人
な
ど
は
、
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
な
ど
の
投
与
を
受

け
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
要
検

査
の
人
の
詳
し
い
要
件
や
平
成
６

年
以
前
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤

を
使
用
し
て
い
た
医
療
機
関
な
ど

が
確
認
で
き
ま
す
。

《
ア
ド
レ
ス
》

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
h
l
w
.
g
o
.
j
p
/

▼
検
査
費
用

基
本
的
に
無
料

▼
検
査
機
関
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
の
保
健
所
（
桐
生
保
健
福
祉

事
務
所

桐
生
市
相
生
町
２
倆
３

５
１

緯

４
１
３
１
）

(53)

▼
問
い
合
わ
せ
先

厚
生
労
働
省
専

用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
１
２
０
（
５
０
９
）
０
０
２

あ
か
ぎ
風
ラ
イ
ン
（
国
道
３
５
３

号
線
・
国
道
１
２
２
号
線
）
沿
線
で

「
あ
か
ぎ
風
ラ
イ
ン
そ
ば
街
道
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
中
で
す
。

▼
期
間

３
月
１
日
臥
～

日
蚊

23

▼
参
加
そ
ば
屋

店
39

※
参
加
店
に
は
、
の
ぼ
り
旗
が
設
置

さ
れ
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
と
「
あ

か
ぎ
風
ラ
イ
ン
そ
ば
街
道
マ
ッ

プ
」
が
配
付
さ
れ
ま
す
。

▼
ラ
リ
ー
参
加
方
法

①
お
好
み
の
お
そ
ば
屋
さ
ん
へ
行
く

②
お
店
で
カ
ー
ド
に
押
印

③
２
店
で
押
印
後
、
店
に
提
出

▼
賞
品

旅
行
券
（
２
万
円
分
）

※
ラ
リ
ー
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選
で

５
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

恭
そ
ば
街
道
マ
ッ
プ
の
特
徴

《
そ
の
１
》
あ
か
ぎ
風
ラ
イ
ン
沿
線

の
個
性
的
で
魅
力
的
な
そ
ば
屋
39

店
を
周
辺
観
光
地
と
と
も
に
表
示

《
そ
の
２
》
参
加
そ
ば
屋
の
店
名
・

写
真
・
コ
メ
ン
ト
・
住
所
・
電
話

番
号
・
営
業
日
時
・
人
気
の
品
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

《
そ
の
３
》
そ
ば
好
き
の
興
味
を
そ

そ
る
「
そ
ば
う
ん
ち
く
」
を
掲
載

▼
配
布
先

煙
参
加
そ
ば
屋

店
煙

39

県
内
各
行
政
事
務
所
煙
県
民
セ
ン

タ
ー
煙
群
馬
観
光
物
産
プ
ラ
ザ
煙

前
橋
市
煙
富
士
見
村
煙
渋
川
市
煙

桐
生
市
煙
み
ど
り
市
煙
緑
化
フ
ェ

ア
前
橋
会
場
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

※
マ
ッ
プ
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
終
了

後
も
各
配
布
先
で
配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

あ
か
ぎ
・
風
ラ

イ
ン
研
究
会
（
事
務
局

前
橋
行

政
事
務
所
労
働
経
済
グ
ル
ー
プ
）

緯
０
２
７
（
２
３
１
）
２
７
０
５

改
正
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

わ
た
ら
せ
渓
谷

鐵
道
珂

緯

２
１
１
０

(73)

ご利用ください

桐生市青少年野外活動センター

桐生市通信

桐生市青少年野外活動センターでは、平成20年度の施

設利用の申し込みを３月16日(日)から受け付けます。

利用できるのは、青少年団体、保育園、幼稚園、学校のほ

か、グループや家族（３人以上）です。

野外炊事・登山・ウォークラリー・キャンプファイヤー・

和紙作りなど、さまざまな野外活動を体験することがで

きますので、ぜひご利用ください。

▼受付方法 午前９時～午後５時（電話で）

▼休館日 月曜日（夏休み期間中は開館）

▼申し込み・問い合わせ先

桐生市青少年野外活動センター 緯(32)2644

このコーナーでは、桐生市との交流事業の一環で、

桐生市からのお知らせを掲載しています。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
受
診
の
す
す
め

そ
ば
街
道

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道

３
／

ダ
イ
ヤ
改
正

15
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父
と
い
う
存
在

大
間
々
東
中
学
校
３
年

清
田

唯
さ
ん

「
た
だ
い
ま
」
と
言
っ
て
父
が
家

に
帰
っ
て
く
る
の
は
、
一
週
間
の
終

わ
り
の
土
曜
日
の
夜
だ
。
そ
れ
か
ら

父
は
、
休
日
の
二
日
間
を
家
で
過
ご

し
、
月
曜
日
か
ら
ま
た
一
週
間
、
埼

玉
県
の
仕
事
場
へ
向
か
う
。
そ
の
た

め
父
と
顔
を
合
わ
す
事
が
出
来
る
の

は
、
週
に
二
回
だ
け
だ
。
父
と
会
う

時
間
が
少
な
く
な
る
生
活
を
始
め

て
、
四
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
た
。

父
の
仕
事
現
場
が
埼
玉
県
に
な

る
。
と
聞
い
た
時
は
、
家
族
の
大
問

題
に
な
っ
た
。
「
も
う
群
馬
に
仕
事

が
移
る
事
は
無
い
。
」
父
が
言
う

と
、
引
っ
越
す
か
引
っ
越
さ
な
い

か
、
家
族
の
中
で
討
論
が
起
き
た
。

「
子
供
達
の
生
活
状
況
が
変
わ
る
の

は
、
大

変

だ

ろ

う
。
」
母
の
そ
の

一
言
で
、
父
は
一

人
で
埼
玉
に
住
む

事
に
な
っ
た
。
以

来
、
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
、
父
の
い

な
い
生
活
を
送
っ

て
い
る
。
け
れ
ど

父
は
必
ず
決
ま
っ
て
土
曜
日
の
夜
に

帰
っ
て
く
る
の
だ
。
片
道
二
時
間
か

か
る
電
車
に
乗
っ
て
家
へ
帰
っ
て
来

る
。
そ
れ
は
、
何
か
大
事
な
用
事
が

あ
る
時
以
外
、
絶
対
だ
っ
た
。
ど
ん

な
に
疲
れ
て
い
る
日
で
も
、
父
は

帰
っ
て
来
た
。
大
き
な
バ
ッ
ク
を
一

つ
抱
え
て
、
家
族
の
元
へ
戻
っ
て
く

る
。あ

る
時
、
父
は
浮
か
な
い
顔
を
し

て
帰
宅
し
て
き
た
事
が
あ
っ
た
。
目

に
見
え
る
程
の
疲
労
を
父
は
抱
え
て

い
た
。
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
時
ま

で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
帰
っ
て
く

る
の
だ
ろ
う
。
疑
問
に
私
は
思
っ

た
。
そ
れ
に
、
父
は
昔
、
腰
を
痛
め

た
事
が
あ
っ
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
腰

に
も
影
響
は
出
て
い
る
に
違
い
な

い
。
私
は
、
思
い
切
っ
て
父
の
背
中

に
尋
ね
て
み
た
。
「
ね
ぇ
。
ど
う
し

て
、
無
理
し
て
ま
で
家
に
戻
っ
て
く

る
の
？
そ
の
内
き
っ
と
体
を
壊
し
て

し
ま
う
よ
。
」

私
の
問
い
に
父

は
笑
っ
て
言
っ

た
。
「
こ

こ

に

家
族
が
い
る
。

こ
こ
が
父
さ
ん

の

家

だ
。
」
冗

談

め

か

し

て

言
っ
た
言
葉
に

私
は
、
は
っ
と
し
た
。
父
は
、
言
う

の
だ
。
こ
こ
が
自
分
の
居
場
所
な
の

だ
と
。
私
は
、
思
っ
た
。
父
は
、
そ

う
し
て
家
族
の
絆
を
深
め
て
い
る
の

だ
。
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
が
ち
な
家
族

を
、
つ
な
ぎ
と
め
て
い
る
の
だ
。
少

な
く
と
も
、
私
は
、
そ
う
思
っ
た
。

私
は
、
父
の
愛
情
を
実
感
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
あ
た
り
ま
え
過
ぎ
て
見
落

と
し
て
い
た
何
か
を
手
に
入
れ
た
気

が
し
た
。

私
は
、
父
を
尊
敬
す
る
。
大
ざ
っ

ぱ
に
見
え
て
、
人
知
れ
ず
家
族
に
そ

そ
ぐ
愛
情
の
深
さ
は
、
き
っ
と
私
の

考
え
ら
れ
な
い
程
の
も
の
だ
。
自
分

の
体
を
顧
み
ず
、
長
い
時
間
を
か
け

て
家
へ
帰
っ
て
く
る
父
は
、
私
の
誇

り
で
あ
る
。
父
は
今
で
も
変
わ
ら
ず

土
曜
日
の
夜
に
帰
宅
す
る
。
家
族

は
、
心
な
し
か
以
前
よ
り
も
絆
が
深

ま
っ
た
気
が
す
る
。
家
族
で
ト
ラ
ン

プ
を
し
た
り
す
る
事
も
あ
る
。
今
家

族
は
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

私
は
、
口
に
は
出
さ
な
い
が
こ
の

生
活
が
と
て
も
大
好
き
だ
。
そ
う
思

え
る
様
に
な
っ
た
の
も
、
父
の
お
か

げ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
家
の
大

黒
柱
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
私
は

そ
の
言
葉
を
実
感
し
た
。
父
は
き
っ

と
一
家
を
支
え
る
柱
な
の
だ
。
だ
か

ら
私
は
、
そ
ん
な
父
を
大
切
な
家
族

を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て

父
に
温
か
く
大
き
な
気
持
ち
で
「
お

帰
り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
あ
げ
た
い

と
思
う
。

父
の
日
作
文

父父
の
日
作

父
の
日
作
文文
（５)

やさしく楽しく男女共同参やさしく楽しく男女共同参画画
●問い合わせ先 企画課政策調整係（笠懸庁舎） 緯(76)0962

日本が現在抱えている問題に「少子化の進展」があり

ます。これは、女性に「出産」か「仕事」の二者択一を

迫る社会構造が主な原因の一つと言われています。女性

にとって、選ぶことは捨てることでもあったのです。

男性と女性が、お互いの生き方や役割を決めつけず、

性別に関係なくそれぞれの立場を理解した上で家庭に取

り組めば、男女の関係がもっと良くなると思います。家

族や友人だけでなく、職場や社会でも同じことです。

女性が男性とともに職場や地域の場でその個性と能力

を十分に発揮する機会が保障され、男女共同参画が進展

することによって、日本の社会・経済の明るい未来への

展望が開けてきます。

男女共同参画社会の実現に向け、皆さんのご理解とご

協力は欠かせません。「男だからやらなくていい」と

か、「女だからできない」とか、そんな考えを変えま

しょう。「女も仕事、男も

家庭、大事なことは男女で

決める」みんながそう思え

る世の中にしたいですね。

ご家庭でも、男女共同参

画の視点についてぜひ一度

考えてみてください。

鞄最終回鞄 ～男女共同参画の実現、そして明るい未来に向けて～
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区対抗親善ソフトバレーボール大会

ネットをはさんで交流

みどり市子ども会上毛かるた大会

１枚１枚が、瞬間の勝負
２月３日、笠懸公民館の交流ホールで、第２回みど

り市子ども会上毛かるた大会が行われました。

大会には、笠懸・大間々・東各地域の代表選手が出

場し、対戦相手同士で並べられた札をにらみ、読み手

の声に敏感に反応して、１枚１枚を争う熱戦を繰り広

げました。大会成績は次のとおりです。

（敬称略）

●小学校低学年

個人の部【優勝】鈴木理沙子（東はなわ子ども会）

【準優勝】松島聖士

（東チャレンジ子ども会)

【３位】近江菜緒（東はなわ子ども会）

団体の部【優勝】大間々７区子ども会

【準優勝】笠懸７区子ども会Ａ

【３位】大間々９区子ども会

●小学校高学年

個人の部【優勝】神山侑果（東はなわ子ども会）

【準優勝】竹内悠薫（笠懸６区子ども会）

【３位】篠原理沙（笠懸２区子ども会）

団体の部【優勝】笠懸９区子ども会Ｂ

【準優勝】大間々13区子ども会

【３位】笠懸９区子ども会Ａ

２月17日蚊、区対抗親善ソフトバレーボール大会が
大間々東小学校体育館で行われました。参加者たちは

各ブロックの優勝を競い合いながら、親睦と交流を深

めました。大会結果（成績）は次のとおりです。

●Ａブロックの部

【優勝】笠懸第８区 【準優勝】大間々西地区

【３位】笠懸第５区／大間々第９区

●Ｂブロックの部

【優勝】笠懸第３区 【準優勝】笠懸第６区

【３位】笠懸第９区／笠懸第２区

●中学生

個人の部【優勝】前原彩伽（東はなわ子ども会）

【準優勝】上山美紀（笠懸７区子ども会）

【３位】白坂思保（笠懸９区子ども会）

団体の部【優勝】東チャレンジ子ども会

【準優勝】東ひので子ども会

【３位】笠懸９区子ども会
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花トピアコンクール奨励賞を受賞

東町沢入のもみじの会

わ鐵のイルミネーション

小池トシさん誕生日迎え

100歳ご長寿

群馬県交通安全功労者表彰

交通安全大会開催

水資源機構草木ダム管理所

あずま小で出前講座

元気な声で、「鬼は外外」

笠懸幼稚園で豆まき

わたらせ渓谷鐵道の沢入駅で

アジサイ園の管理やアジサイ祭

りの開催のほか、道路のごみ拾

いなど地域で幅広く活動してい

るボランティア団体「もみじの

会」（代表 蜂須貞春さん）が、

第14回花トピアコンクールで奨励

賞を受賞しました。

１月25日、大間々町桐原

の小池トシさんが、100歳を

迎え、市長・市議会議長や

社会福祉協議会長が慶祝訪

問に伺いました。小池さん

は穏やかで明るく、物事を

良い方に考えることが長生

きのひけつと語りました。

２月１日、笠懸幼稚園で

豆まきが行われました。

当日は体験保育で訪れた

子どもたちとその保護者も

参加して、風が吹く寒い中

でしたが、みんなで元気に

３体の鬼めがけて豆を放っ

て、追い払っていました。

１月25日、あずま小学校に「水資源機構草木ダム管

理所」の職員が訪問して、小学５・６年生を対象に授

業（出前講座）を行いました。

当日は、「ＮＰＯ法人 気象キャスターネットワー

ク」の理事の岩谷忠幸さんが「地球温暖化と私たちの

くらし」と題して、環境の大切さについて説明し、続

いて管理所職員がダムの役割を説明したり簡単な水質

実験をしたりしました。

２月14日、笠懸野文化ホールで群馬県交通安全大会が

開催され、長年交通安全行政に協力してきた市民の人た

ちが交通安全功労として表彰されました。（敬称略）

●県知事表彰

【表彰状】奥野昇（笠懸）・長谷川義雄（笠懸）

【感謝状】赤石幸雄（笠懸）・渡辺節子（笠懸）

深谷洋子（大間々）

●群馬県警察本部長・県交通安全協会連合会長

【感謝状】中島必勝（笠懸）・中島憲司（大間々）

佐藤正章（大間々）・長岡史子（大間々）

冬の間、わたらせ渓谷鐵

道の各駅を彩るイルミネー

ション事業が、苛地域活性
化センターの第12回ふるさ

とイベント大賞で、全国か

ら推薦された148のイベン

トの中から選考委員特別賞

に選ばれました。

ふるさとイベント大賞で受賞



市
内
の
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か

け
て
大
変
少
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
当
時
の
農
業
に
適
し
た
土
地
が
狭
く
数
も

少
な
か
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
市
南
部
の
笠
懸
地
区
で
は
、
奈
良
時

代
ご
ろ
か
ら
遺
跡
の
数
が
急
激
に
増
え
始
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
当
時
の
ム
ラ
の
跡
と
い
う
よ
り

も
、
製
鉄
跡
、
瓦
や
焼
き
物
の
窯
跡
、
炭
窯
な
ど
、

工
業
団
地
の
よ
う
な
性
格
が
強
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。そ

れ
ら
の
遺
跡
の
中
で
鹿
田
山
や
琴
平
山
で
見
つ

こ

ん

ぴ

ら

か
っ
た
窯
跡
の
瓦
を
調
べ
る
と
、
上
野
国
分
寺
（
前

こ
う
づ
け

橋
市
・
高
崎
市
）
の
屋
根
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
瓦
の
中
か
ら
は
、

「
勢
」
・
「
佐

位
」
・
「
佐
」
・
「
美

呂
」
・

「
雀
」
・
「
山
田
」
・
「
入
」
と
い
っ
た
古
代
の
郡

や
郷
の
名
前
が
記
さ
れ
た
も
の
も
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
勢
多
・
佐
位
・
新
田
・
山
田
の
各

郡
の
豪
族
た
ち
が
、
共
同
で
瓦
窯
を
操
業
し
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
聖
武
天
皇
が
各
地
に
国

分
寺
を
建
立
す
る
詔
（
み
こ
と
の
り
）
を
出
し
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
工
事
が
進
ま
な
か
っ
た
た
め
、
期

限
内
に
国
分
寺
を
建
立
し
た
国
の
豪
族
に
対
し
優
遇

措
置
を
与
え
た
そ
う
で
す
。
上
野
国
は
そ
の
政
策
に

い
ち
早
く
対
応
し
た
と
記
録
に
残
さ
れ
て
お
り
、
笠

懸
地
区
に
つ
く
ら
れ
た
工
業
団
地
的
な
性
格
の
遺
跡

は
、
中
央
の
政
策
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

（
市
指
定
重
要
文
化
財

平
成
９
年
８
月
１
日
指
定
）

獣
脚
と
は
仏
具
の
脚
と
な
る
部
品
で
す
。
型
抜
き

さ
れ
た
獣
脚
の
模
型
は
ネ
コ
の
脚
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
由
来
は
、
ネ
コ
科
動
物
が
鋭
い

爪
で
邪
気
を
払
う
と
い
う
考
え
方
に
よ
り
ま
す
。
型

抜
き
さ
れ
た
獣
脚
は
長
さ

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

35

で
、
お
そ
ら
く
火
舎
（
香
炉
と
し
て
用
い
ら
れ
た
火

か

し

ゃ

鉢
）
に
加
工
さ
れ
た
後
、
上
野
国
分
寺
な
ど
上
野
国

内
の
有
力
な
寺
院
の
調
度
品
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

笠
懸
地
区
で
は
、
馬
見
岡
遺
跡
や

ま

み

の

お

か

坊
谷
戸
Ⅱ
遺
跡

ぼ

う

が

い

ど

か
ら
数
例
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
馬
見
岡
遺
跡
の
も

の
は
大
き
く
、
手
の
ひ
ら
の
部
分
も
大
き
く
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
坊
谷
戸
Ⅱ
遺
跡
の
も
の
は
や
や
小
振

り
で
、
手
の
ひ
ら
も
す
ぼ
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

同
じ
鋳
型
で
も
つ
く
ら
れ
た
年
代
が
１
０
０
年
以
上

違
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

馬
見
岡
遺
跡
は
、
先
の
工
業
団
地
的
な
遺
跡
の
拠

点
と
な
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
一
般
の
竪
穴

住
居
の
ほ
か
、
工
人
た
ち
の
監
督
官
の
イ
エ
と
み
ら

れ
る
も
の
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
馬
見
岡
遺
跡
を

中
心
と
し
た
地
域
は
、
中
央
の
出
来
事
と
も
密
接
に

関
係
し
た
特
殊
な
地
域
と
も
い
え
、
獣
脚
の
鋳
型
は

こ
の
地
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鋳

型
は
普
通
、
型
抜
き
後
、
壊
し
て
し
ま
う
た
め
、
完

全
な
形
で
残
存
す
る
鋳
型
資
料
と
し
て
学
術
的
に
も

高
い
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
文
化
振

興
係
緯

９
８
４
７

(76)

俯
古
代
の
笠
懸
地
区
に
つ
く
ら
れ
た
工
業
団
地
俯

No.16

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り

▲

馬
見
岡
鋳
型

獣
脚
の
鋳
型

じ

ゅ

う

き

ゃ

く

葛葛葛
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無 料 相 談

桐生保健福祉事務所の相談
会場 桐生保健福祉事務所[桐生市

相生町]緯(53)4131

《子育てこころの相談》

期日 毎月第１火曜日

時間 午後１時～４時

《精神保健福祉相談》

期日 ３月14日画・４月11日画

時間 午前10時～正午（要予約）

行政相談・人権相談
《行政相談・人権相談》

期日 ４月４日画

時間 午前10時～午後３時

会場 厚生会館２階［問い合わせは、

大間々民生課緯(76)1846へ］

相談員 人権擁護・行政相談委員

《行政相談》

期日 ３月10日俄・４月10日牙

時間 午前10時～正午

会場 東庁舎３階［緯(76)0984］

相談員 行政相談委員

○発行／みどり市役所 衣379－2395 みどり市笠懸町鹿2952番地 緯0277(76)0962 思0277(76)2449 ○編集／企画課情報広聴係
○ホームページURL http://www.city.midori.gunma.jp/（33）

子どもたちの教育相談

期日 毎週月～金曜日

時間 午前９時～正午

午後１時～５時

会場 教育研究所電話教育相談室

緯(73)1110

※来所相談の場合もまずはお電話で

社会福祉協議会の相談
《心配ごと相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 ３月25日峨・４月７日俄

時間 午前９時～午後３時

会場 笠懸老人憩の家

【大間々支所 緯(72)4054】

期日 ★３月17日俄・★４月15日峨

時間 午後１時～３時

会場 厚生会館

【東支所 緯(97)2828】

期日 ３月10日俄・４月10日牙

時間 午前10時～正午

会場 高齢者生活福祉センター

※★印の日は、弁護士相談（午後１時

～３時：要予約）も行います。

《高齢者相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 ３月19日我・４月16日我

時間 午前10時30分～正午

会場 笠懸老人憩の家

無料人権相談

期日 毎週木曜日（休日除く）

時間 午後１時～４時

会場 前橋地方法務局桐生支局

緯(44)3526

相談員 人権擁護委員

休 日 当 番 医

（44）3060内外本町５矢島医院

３/９(日)
（44）1125内児循消呼小曽根町星野クリニック

（54）4153産婦内循広沢町６山口病院

（74）2300外内新里町細野医院

（76）6311内外整笠懸町東邦病院

３/16(日)
（54）8949精神内児相生町２岸病院

（44）7781内本町４木村クリニック

（22）3234皮本町１栗原皮フ科医院

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

３/20(木)
（44）7753内児東２雨宮内科医院

（44）4925内消新宿１山崎医院

（54）1517耳鼻相生町２耳鼻咽喉科設楽医院

（53）7711外内眼相生町５高木病院

３/23(日)
（22）3419内児宮本町１三丸医院

（65）9229産婦内川内町２たかのす診療所

（20）3055内外児循川内町３藤井クリニック

（22）0151整本町４岩下病院

３/30(日)
（32）0666児内梅田町１小児科内科藤井医院

（54）3851内広沢町５ふじう医院

（76）1110内皮笠懸町みどり病院

（76）6311内外整笠懸町東邦病院

４/６(日)
（44）3040児仲町２疋田小児科医院

（45）2883内琴平町菊地医院

（72）7070眼大間々町青木眼科

（47）0070新宿３河内接骨院
３/９(日)

（53）9966相生町１澤接骨院

（47）2204東１岩崎接骨院
３/16(日)

（43）4117仲町２中島接骨院仲町

（22）0743宮前町２野口接骨院
３/20(木)

（76）2036笠懸町奥沢接骨院

(43)5374境野町６藤倉接骨院
３/23(日)

（73）6902大間々町なかじま接骨院

（44）1151境野町１大川接骨院
３/30(日)

（52）0606相生町２吉田接骨院

（44）7577境野町４新井接骨院
４/６(日)

（76）5914笠懸町笠懸中央接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあります。確認してお出かけく

ださい。

休日当番接骨院

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3-3-2）

時間 午前10時～午後３時 緯（45）1397

毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516-8）

時間 午前９時～午後１時 緯0276（45）7320

休日歯科診療所人の動き（前月比）

総 数

世帯数

男

女

53,301人

26,291人

27,010人

18,663戸

［1月末日現在］

(-2)

(+13)

(-15)

(+5)



地産地消をモットーに厳選された県

産小麦粉と地元の良質な水と新鮮な卵

を使い、桐生天満宮の梅を模り、子ど

もの学問と健康を願って作ったお菓子

です。100年以上の歴史を持つ、地元

銘菓として愛され続けています。

【１袋】 12個入り…525円

（有）こまつ屋

〈大間々町桐原245-5 緯（72）2171〉

定休日：水曜日

みみどり市ブランどり市ブランドド

岩宿博物館に展示されているマンモ

スの骨格を参考に、形をマンモスにし

た鯛焼き風焼き菓子です。

岩宿博物館開館当時から博物館前の

店舗で販売しています。ぜひ、焼きた

てのアツアツをお召し上がりくださ

い。

【１個】 100円

サクシード

〈笠懸町阿左美2584-11 緯(76)1849〉

サンレイク草木の利用者に好評な薬

効風呂「くま笹風呂」にヒントを得て

作ったオリジナル商品。

笹パウダーを生地に練り込んだ手作

りまんじゅうで、材料の小麦粉と小豆

は国産を使用し、甘さ控えめの粒あん

となっています。サンレイク草木売店

の売れ筋商品です。

【１箱】 ３個入り…350円

国民宿舎サンレイク草木

〈東町草木1654-1 緯(95)6309〉

ホームページ：

http://www.sunlake-kusaki.jp/

こまつ屋の花ぱん マンモス焼 くま笹饅頭

～みどり市ブラン～みどり市ブランドド認証商品の紹介④認証商品の紹介④～～

よよりりどどりりみみどどりり

２
月

日
、
市
役
所
大
間
々
庁
舎
大

12

会
議
室
で
み
ど
り
市
観
光
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
（
夏
、
秋
）
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
内
の
夏
、

秋
の
観
光
地
や
行
事
な
ど
を
撮
影
し
た

写
真
で
、
大
勢
の
人
が
み
ど
り
市
を
訪

れ
た
く
な
る
よ
う
な
観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
作

品
を
対
象
と
し
て
募
集
し
た
も
の
。
夏

の
部

点
、
秋
の
部
１
４
４
点
の
合
計

61

２
０
５
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
次
の
方
々
の
作
品
が
入
賞
し
、
表
彰

状
と
賞
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
冬
・
春
の
作
品
を
現
在
募
集

中
で
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

観
光
政
策
課
観
光

政
策
係
緯

１
２
７
０

(76)

入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
夏
】

▼
最
優
秀
賞

齊
藤
浩

▼
優
秀
賞

星
野
紀
典

▼
入
選

髙
橋
利
夫
、
新
井
広
行
、
大

澤
信
司

▼
佳
作

細
内
康
正
、
関
口
辰
夫
、
高

野
冨
美
雄
、
平
野
勝
海
、
小
坂
明

【
秋
】

▼
最
優
秀
賞

山
荷
茂

▼
優
秀
賞

細
内
康
正

▼
入
選

嶋
田
文
六
、
高
山
勉
、
南
部

暁
子

▼
佳
作

髙
間
邦
明
、
今
泉
幸
一
、
髙

橋
沼
一
郎
、
石
関
長
一
、
篠
崎
智
宏

みどり市ブランドのホームページが完成しました。市ホームページ（http://www.city.midori.gunma.jp/）からご覧ください。

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

～
夏
・
秋
の
入
賞
作
品
を
発
表
～

秋の最優秀賞「秋色の駅」 山荷茂さんの作品 夏の最優秀賞「サマーバケーション」 齊藤浩さんの作品




